
(57)【要約】

【課題】　ランプの鉛直方向上側に対する冷却効果とラ

ンプの鉛直方向下側に対する冷却効果を、装置の設置姿

勢に拘わらず略一定とすることが出来るプロジェクタ装

置を提供する。

【解決手段】　本発明に係る液晶プロジェクタ装置は、

ランプユニット７と、ランプ冷却ファンとを具え、ラン

プユニット７の内部には、発光体が封入された柱状のラ

ンプバルブ170が配備されると共に、ランプ冷却ファン

に対向するランプユニット７の側壁には、該ランプ冷却

ファンから取り込まれた空気をランプバルブ170へ向け

て導入するための第１及び第２空気導入口74a、74bが、

ランプバルブ170の中心軸を含み且つ前記側壁と直交す

る平面を挟んで両側に開設されている。

【選択図】　　　図３９
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 光 源 と な る ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )と 、 該 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )を 冷 却 す る 冷 却 フ ァ ン (190)
と 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )を 光 源 と し て カ ラ ー 映 像 光 を 生 成 す る 光 学 装 置 と を 具 え 、 ラ ン プ
ユ ニ ッ ト (７ )は 、 発 光 体 が 封 入 さ れ た 柱 状 の ラ ン プ バ ル ブ (170)と 、 該 ラ ン プ バ ル ブ (170)
か ら 出 射 さ れ た 光 を 前 記 光 学 装 置 へ 向 け て 反 射 す る リ フ レ ク タ (71)と を 具 え 、 ラ ン プ ユ ニ
ッ ト (７ )の ラ ン プ バ ル ブ (170)が 略 水 平 に 伸 び る 第 １ 設 置 姿 勢 と 、 該 第 １ 設 置 姿 勢 か ら ラ
ン プ ユ ニ ッ ト (７ )が ラ ン プ バ ル ブ (170)を 中 心 と し て ９ ０ 度 回 転 し た 第 ２ 設 置 姿 勢 と を 含
む 複 数 の 設 置 姿 勢 を と る こ と が 可 能 な プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 に お い て 、
　 前 記 冷 却 フ ァ ン (190)が 対 向 す る ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の 側 壁 に は 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の
中 心 軸 を 含 み 且 つ 該 側 壁 と 直 交 す る 平 面 を 挟 ん で 両 側 に 、 第 １ 空 気 導 入 口 (74a)と 第 ２ 空
気 導 入 口 (74b)が 開 設 さ れ 、 冷 却 フ ァ ン (190)か ら 吐 出 さ れ た 空 気 は 、 両 空 気 導 入 口 (74a)(
74b)を 経 て ラ ン プ バ ル ブ (170)に 吹 き 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 空 気 導 入 口 (74a)及 び 第 ２ 空 気 導 入 口 (74b)は 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の 発 光 部 (17
2)に 向 け て 開 口 し 、 前 記 側 壁 に は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 空 気 導 入 口 (74a)(74b)の 間 に 、 ラ ン
プ バ ル ブ (170)の 先 端 部 に 向 け て 開 口 す る 第 ３ 空 気 導 入 口 (73)が 開 設 さ れ て い る 請 求 項 １
に 記 載 の プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 光 源 か ら の 光 を 光 学 装 置 に 導 い て 映 像 光 を 生 成 し 、 前 方 の ス ク リ ー ン へ 拡 大
投 射 す る プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 は 、 ケ ー シ ン グ の 内 部 に 、 光 源 と 、 偏 光 ビ ー ム ス プ リ
ッ タ 、 偏 光 板 、 液 晶 パ ネ ル 、 投 射 レ ン ズ 等 か ら 構 成 さ れ る 光 学 装 置 と を 配 備 し て 構 成 さ れ
る 。 前 記 光 源 と し て は 、 ハ ロ ゲ ン ラ ン プ や メ タ ル ハ ラ イ ド ラ ン プ 等 の 放 電 発 光 型 の ラ ン プ
ユ ニ ッ ト が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 ラ ン プ ユ ニ ッ ト は 、 ラ ン プ と 、 ラ ン プ か ら 発 せ ら れ る 光 を 前 記 光 学 装 置 へ 向 け て 反
射 す る リ フ レ ク タ と を 具 え 、 ラ ン プ は 、 石 英 バ ル ブ の 内 部 に 発 光 体 を 封 入 し て 形 成 さ れ る
。 ラ ン プ の 温 度 が 限 界 温 度 を 超 え て し ま う と 、 ラ ン プ の 寿 命 が 短 く な る た め 、 ラ ン プ 冷 却
フ ァ ン に よ り ラ ン プ を 冷 却 し て い る 。
　 又 、 ラ ン プ の 発 光 時 に 、 石 英 バ ル ブ の 鉛 直 方 向 上 側 の 温 度 は 下 側 の 温 度 よ り も 高 く な り
、 石 英 バ ル ブ の 上 下 で 温 度 差 が 生 じ る こ と が 知 ら れ て い る 。 こ の 上 下 の 温 度 差 は 、 石 英 バ
ル ブ 内 の 発 光 体 の 封 入 位 置 で 最 大 と な る 。 ラ ン プ の 性 能 を 十 分 に 引 き 出 す た め に は 、 ラ ン
プ の 温 度 を 限 界 温 度 以 下 に 維 持 す る と 共 に 、 前 記 上 下 の 温 度 差 が 一 定 の 範 囲 内 に 収 ま る よ
う に ラ ン プ を 冷 却 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 前 記 ラ ン プ 冷 却 フ ァ ン か ら 取 り 込 ま れ た 空 気 が 、 石 英 バ ル ブ の 鉛 直 方 向 上 側 に
当 た る 様 に 、 該 空 気 を ラ ン プ ユ ニ ッ ト 内 に 導 入 す る た め の 空 気 導 入 口 を ラ ン プ ユ ニ ッ ト の
鉛 直 方 向 上 側 に 設 け た も の が 知 ら れ て い る (特 許 文 献 １ 参 照 )。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ２ ８ １ ２ ９ ６ 号 公 報 　 [G03B 21/14]
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 仮 に 、 上 述 の プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 を 天 井 か ら 吊 り 下 げ て 設 置 し た 場 合 に は
、 装 置 の 設 置 姿 勢 が 天 地 逆 転 す る こ と と な り 、 こ の 結 果 、 空 気 導 入 口 か ら 導 入 さ れ た 空 気
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が 、 石 英 バ ル ブ の 鉛 直 方 向 下 側 に 当 た る こ と に な る 。
　 こ の 場 合 に は 、 石 英 バ ル ブ の 鉛 直 方 向 下 側 が 過 冷 却 状 態 と な り 、 石 英 バ ル ブ の 鉛 直 方 向
上 側 と 下 側 と の 温 度 差 の 増 大 を 招 く 結 果 と な る た め 、 上 述 の プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 を 天 井 か ら
吊 り 下 げ て 設 置 す る こ と が 出 来 な い 問 題 が あ っ た 。
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 ラ ン プ の 鉛 直 方 向 上 側 に 対 す る 冷 却 効 果 と ラ ン プ の 鉛 直 方 向
下 側 に 対 す る 冷 却 効 果 を 、 装 置 の 設 置 姿 勢 に 拘 わ ら ず 略 一 定 と す る こ と が 出 来 る プ ロ ジ ェ
ク タ 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 は 、 光 源 と な る ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )と 、 該 ラ ン プ ユ ニ ッ
ト (７ )を 冷 却 す る 冷 却 フ ァ ン (190)と 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )を 光 源 と し て カ ラ ー 映 像 光 を
生 成 す る 光 学 装 置 と を 具 え 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )は 、 発 光 体 が 封 入 さ れ た 柱 状 の ラ ン プ バ
ル ブ (170)と 、 該 ラ ン プ バ ル ブ (170)か ら 出 射 さ れ た 光 を 前 記 光 学 装 置 へ 向 け て 反 射 す る リ
フ レ ク タ (71)と を 具 え 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の ラ ン プ バ ル ブ (170)が 略 水 平 に 伸 び る 第 １
設 置 姿 勢 と 、 該 第 １ 設 置 姿 勢 か ら ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )が ラ ン プ バ ル ブ (170)を 中 心 と し て
９ ０ 度 回 転 し た 第 ２ 設 置 姿 勢 と を 含 む 複 数 の 設 置 姿 勢 を と る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
　 前 記 冷 却 フ ァ ン (190)が 対 向 す る ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の 側 壁 に は 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の
中 心 軸 を 含 み 且 つ 該 側 壁 と 直 交 す る 平 面 を 挟 ん で 両 側 に 、 第 １ 空 気 導 入 口 (74a)と 第 ２ 空
気 導 入 口 (74b)が 開 設 さ れ 、 冷 却 フ ァ ン (190)か ら 吐 出 さ れ た 空 気 は 、 両 空 気 導 入 口 (74a)(
74b)を 経 て ラ ン プ バ ル ブ (170)に 吹 き 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 本 発 明 に 係 る プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 に お い て 、 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 を 前 記 第 １ 設 置 姿 勢 に
て 設 置 し た 場 合 、 即 ち 水 平 な 台 上 に 設 置 し た 場 合 、 ラ ン プ 冷 却 フ ァ ン (190)か ら 取 り 込 ま
れ た 空 気 は 、 第 １ 空 気 導 入 口 (74a)と 第 ２ 空 気 導 入 口 (74a)と の 間 に 介 在 す る ラ ン プ ユ ニ ッ
ト (４ )の 側 壁 の 一 部 に よ っ て 強 制 的 に 分 流 さ れ 、 第 １ 空 気 導 入 口 (74a)か ら 導 入 さ れ た 空
気 は 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の 上 側 を 流 れ 、 第 ２ 空 気 導 入 口 (74b)か ら 導 入 さ れ た 空 気 は 、 ラ
ン プ バ ル ブ (170)の 下 側 を 流 れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 方 、 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 を 前 記 第 ２ 設 置 姿 勢 に て 設 置 し た 場 合 、 即 ち ス ク リ ー ン に 対 向
す る 垂 直 壁 に 取 り 付 け て 設 置 し た 場 合 、 ラ ン プ 冷 却 フ ァ ン (190)か ら 取 り 込 ま れ た 空 気 は
、 第 １ 空 気 導 入 口 (74a)と 第 ２ 空 気 導 入 口 (74a)と の 間 に 介 在 す る ラ ン プ ユ ニ ッ ト (４ )の 側
壁 の 一 部 に よ っ て 強 制 的 に 分 流 さ れ 、 第 １ 空 気 導 入 口 (74a)及 び 第 ２ 空 気 導 入 口 (74b)か ら
導 入 さ れ た 空 気 は 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の 発 光 部 (172)の 左 右 両 側 を 流 れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 従 っ て 、 上 述 の 何 れ の 設 置 姿 勢 に お い て も 、 ラ ン プ 冷 却 フ ァ ン (190)か ら 取 り 込 ま れ た
空 気 が 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の 鉛 直 方 向 下 側 の 面 に 垂 直 の 角 度 で 吹 き 付 け ら れ る こ と は な
い 。 こ れ に よ り 、 温 度 の 低 い ラ ン プ バ ル ブ (170)の 発 光 部 (172)の 鉛 直 方 向 下 側 が 過 冷 却 状
態 と な る こ と が 防 止 さ れ 、 こ の 結 果 、 装 置 の 設 置 姿 勢 に 拘 わ ら ず 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の
鉛 直 方 向 上 側 と 鉛 直 方 向 下 側 と の 温 度 差 を 一 定 範 囲 内 に 収 め る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 具 体 的 構 成 に お い て 、 前 記 第 １ 空 気 導 入 口 (74a)及 び 第 ２ 空 気 導 入 口 (74b)は 、 発 光 体 が
封 入 さ れ た ラ ン プ バ ル ブ (170)の 発 光 部 (172)に 向 け て 開 口 す る と 共 に 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (
７ )の 前 記 側 壁 に は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 空 気 導 入 口 (74a)(74b)の 間 に 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)
の 先 端 部 に 向 け て 開 口 す る 第 ３ 空 気 導 入 口 (73)が 開 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 該 具 体 的 構 成 に よ れ ば 、 最 も 高 温 と な る ラ ン プ バ ル ブ (170)の 発 光 部 (172)を 第 １ 及 び 第
２ 空 気 導 入 口 (74a)(74b)か ら 導 入 さ れ た 空 気 に よ り 冷 却 出 来 る だ け で な く 、 第 ３ 空 気 導 入
口 (73)か ら 導 入 さ れ た 空 気 に よ り 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の 先 端 部 も 同 時 に 冷 却 す る こ と が
可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 に よ れ ば 、 ラ ン プ の 鉛 直 方 向 上 側 に 対 す る 冷 却 効 果 と ラ
ン プ の 鉛 直 方 向 下 側 に 対 す る 冷 却 効 果 を 、 装 置 の 設 置 姿 勢 に 拘 わ ら ず 略 一 定 と す る こ と が
出 来 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 に 実 施 し た 形 態 に つ き 、 図 面 に 沿 っ て 具 体 的 に 説
明 す る 。 尚 、 以 下 の 説 明 に お い て は 、 図 １ に 示 す 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 の 映 像 投 射 方 向 を
前 方 と し 、 該 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 の 前 面 に 向 か っ て 左 右 を 規 定 す る 。

　 本 発 明 に 係 る 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 は 、 図 １ に 示 す 如 く 上 半 ケ ー ス (11)及 び 下 半 ケ ー ス
(12)及 び か ら な る 扁 平 な ケ ー シ ン グ (１ )を 具 え 、 該 ケ ー シ ン グ (１ )の 表 面 に は 、 複 数 の 操
作 ボ タ ン か ら な る 操 作 部 (13)と 、 複 数 の 警 告 灯 か ら な る 警 告 部 (15)と が 配 備 さ れ る と 共 に
、 ケ ー シ ン グ (１ )の 前 面 に は 投 射 窓 (14)が 開 設 さ れ 、 該 投 射 窓 (14)か ら 投 射 レ ン ズ (20)が
露 出 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ に 示 す 如 く 、 ケ ー シ ン グ (１ )の 内 部 に は 、 略 Ｌ 字 状 に 伸 び る 合 成 樹 脂 製 の 光 学 系 保
持 ケ ー ス (30)が 配 備 さ れ て お り 、 該 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)の 左 端 部 に は 、 光 源 と な る ラ ン
プ ユ ニ ッ ト (７ )が 取 り 付 け ら れ て い る 。 又 、 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)の 前 方 端 部 に は 、 投 射
レ ン ズ (20)と 、 該 投 射 レ ン ズ (20)を 保 持 す る 筒 体 (21)と か ら な る 投 射 レ ン ズ 装 置 を 水 平 方
向 及 び 鉛 直 方 向 に 往 復 移 動 さ せ る た め の レ ン ズ シ フ ト 機 構 (２ )が 取 り 付 け ら れ て い る 。
　 図 １ に 示 す 如 く 、 ケ ー シ ン グ (１ )の 右 側 壁 に は 、 前 記 投 射 レ ン ズ 装 置 を 水 平 方 向 に 往 復
移 動 さ せ る た め の 水 平 操 作 ダ イ ア ル (24)と 、 該 投 射 レ ン ズ 装 置 を 鉛 直 方 向 に 往 復 移 動 さ せ
る た め の 垂 直 操 作 ダ イ ア ル (28)と 、 該 投 射 レ ン ズ 装 置 を 所 望 の 位 置 に て 固 定 す る た め の レ
バ ー 部 材 (133)の ノ ブ 部 (134)と が 露 出 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ に 示 す 如 く 、 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)の 左 端 部 に は 、 ス リ ッ ト 状 の 開 口 (320)が 開 設
さ れ て お り 、 該 開 口 (320)に は 、 投 射 映 像 の コ ン ト ラ ス ト の 向 上 を 図 る べ く 、 投 射 映 像 の
入 力 デ ー タ に 応 じ て 各 色 の 液 晶 パ ネ ル (43b)(43g)(43r)に 入 射 さ せ る べ き 光 量 を 調 整 す る
絞 り 装 置 (５ )が 挿 入 さ れ て い る 。
　 下 半 ケ ー ス (12)の 後 壁 と 、 こ れ に 対 向 す る ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の 一 方 の 側 壁 と の 間 に は
、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )を 冷 却 す る た め の ラ ン プ 冷 却 フ ァ ン (190)が 設 置 さ れ て お り 、 下 半
ケ ー ス (12)の 左 中 央 部 に は 、 排 気 フ ァ ン (191)が そ の 吸 気 方 向 を ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )に 向
け て 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)の 内 部 に は 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )か ら 発 せ ら れ る 白 色 光 を ３ 原 色
の 光 に 分 離 す る 光 学 系 (３ )と 、 該 ３ 原 色 の 光 を ３ 原 色 用 の 液 晶 パ ネ ル (43b)(43g)(43r)に
照 射 し て ３ 原 色 の 映 像 光 を 生 成 し 、 生 成 し た ３ 原 色 の 映 像 光 を カ ラ ー 映 像 光 に 合 成 す る 映
像 合 成 装 置 (４ )と が 配 備 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 映 像 合 成 装 置 (４ )は 、 立 方 体 状 の 色 合 成 プ リ ズ ム (40)の ３ つ の 側 面 に そ れ ぞ れ 、 青 色 用
液 晶 パ ネ ル (43b)、 緑 色 用 液 晶 パ ネ ル (43g)及 び 赤 色 用 液 晶 パ ネ ル (43r)を 取 り 付 け て 構 成
さ れ る 。 ３ 枚 の 液 晶 パ ネ ル (43b)(43g)(43r)の 光 入 射 側 に は そ れ ぞ れ 、 光 学 補 償 シ ー ト ホ
ル ダ (６ b)(６ g)(６ r)が 配 備 さ れ て お り 、 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)(６ g)(６ r)に よ っ て
、 各 液 晶 パ ネ ル (43b)(43g)(43r)に 対 す る 不 要 な 光 の 成 分 波 の 入 射 を 遮 断 す る た め の ３ 枚
の 光 学 補 償 シ ー ト (図 示 省 略 )が 保 持 さ れ て い る 。
　 又 、 映 像 合 成 装 置 (４ )の 下 方 に は 、 図 ４ に 示 す 如 く 、 該 映 像 合 成 装 置 (４ )を 構 成 す る 複
数 の 光 学 部 品 を 冷 却 す る た め の 冷 却 装 置 (８ )が 配 備 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 の 各 部 構 成 に つ き 、 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-78736 A 2007.3.29

全 体 構 成



る 。

　 図 ５ に 示 す 如 く 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )か ら の 白 色 光 は 、 第 １ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (31)
、 絞 り 機 構 (５ )、 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)、 ス リ ッ ト 板 (33)、 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ
タ (34)及 び フ ィ ー ル ド レ ン ズ (35)を 経 て 、 第 １ ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー (36)に 導 か れ る 。
　 第 １ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (31)及 び 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)は 、 図 ９ に 示 す 如 く
耐 熱 ガ ラ ス 製 の フ ラ イ ア イ レ ン ズ か ら 構 成 さ れ 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )か ら 発 せ ら れ る 白 色
光 の 照 度 分 布 を 均 一 化 す る 機 能 を 有 し て い る 。 又 、 ス リ ッ ト 板 (33)は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 薄 板
か ら 構 成 さ れ 、 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ (34)に 対 す る 不 要 な 入 射 光 を 遮 断 す る 機 能 を 有 し 、
偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ (34)は 、 光 の Ｐ 波 及 び Ｓ 波 の 内 、 一 方 の 成 分 波 の み を 抽 出 す る 機 能
を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ５ に 示 す 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ (34)を 通 過 し た 光 は 、 フ ィ ー ル ド レ ン ズ (35)を 経 て 、
第 １ ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー (36)に 至 る 。 第 １ ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー (36)は 、 光 の 青 色 成 分
の み を 反 射 す る と 共 に 、 赤 色 及 び 緑 色 成 分 を 通 過 さ せ る 機 能 を 有 し 、 第 ２ ダ イ ク ロ イ ッ ク
ミ ラ ー (37)は 、 光 の 緑 色 成 分 を 反 射 す る と 共 に 、 赤 色 成 分 を 通 過 さ せ る 機 能 を 有 し 、 フ ィ
ー ル ド ミ ラ ー (38a)は 、 光 の 緑 色 成 分 を 反 射 す る 機 能 を 有 し て い る 。 従 っ て 、 ラ ン プ ユ ニ
ッ ト (７ )か ら 発 せ ら れ た 白 色 光 は 、 第 １ 及 び 第 ２ ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー (36)(37)に よ っ て
、 青 色 光 、 緑 色 光 及 び 赤 色 光 に 分 光 さ れ 、 映 像 合 成 装 置 (４ )に 導 か れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 ５ に 示 す 如 く 、 映 像 合 成 装 置 (４ )は 、 立 方 体 状 の 色 合 成 プ リ ズ ム (40)の ３ つ の 側 面 に
そ れ ぞ れ 、 青 色 用 液 晶 パ ネ ル (43b)、 緑 色 用 液 晶 パ ネ ル (43g)及 び 赤 色 用 液 晶 パ ネ ル (43r)
を 取 り 付 け て 構 成 さ れ る 。
　 図 ３ に 示 す 如 く 、 ３ 枚 の 液 晶 パ ネ ル (43b)(43g)(43r)の 光 入 射 側 に は そ れ ぞ れ 、 光 学 補
償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)(６ g)(６ r)が 取 り 付 け ら れ て お り 、 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)(６ g
)(６ r)に は 、 各 液 晶 パ ネ ル (43b)(43g)(43r)に 対 す る 不 要 な 光 の 成 分 波 の 入 射 を 遮 断 す る
た め の ３ 枚 の 光 学 補 償 シ ー ト (42b)(42g)(42r)が 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ に 示 す 第 １ ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー (36)及 び フ ィ ー ル ド ミ ラ ー (38c)に よ っ て 反 射 さ
れ た 青 色 光 は 、 青 色 用 の 入 射 側 偏 光 板 (41b)に 導 か れ 、 該 入 射 側 偏 光 板 (41b)、 青 色 用 の 光
学 補 償 シ ー ト (42b)、 青 色 用 液 晶 パ ネ ル (43b)及 び 青 色 用 の 出 射 側 偏 光 板 (44b)を 経 て 、 色
合 成 プ リ ズ ム (40)へ 至 る 。
　 又 、 第 ２ ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー (37)に よ っ て 反 射 さ れ た 緑 色 光 は 、 緑 色 用 の 入 射 側 偏 光
板 (41g)に 導 か れ 、 該 入 射 側 偏 光 板 (41g)、 緑 色 用 の 光 学 補 償 シ ー ト (42g)、 緑 色 用 液 晶 パ
ネ ル (43g)及 び 緑 色 用 の 出 射 側 偏 光 板 (44g)を 経 て 、 色 合 成 プ リ ズ ム (40)へ 至 る 。
　 同 様 に 、 第 １ ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー (36)及 び 第 ２ ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー (37)を 透 過 し 、
２ 枚 の フ ィ ー ル ド ミ ラ ー (38a)(38b)に よ っ て 反 射 さ れ た 赤 色 光 は 、 映 像 合 成 装 置 (４ )の 赤
色 用 の 入 射 側 偏 光 板 (41r)に 導 か れ 、 該 入 射 側 偏 光 板 (41r)、 赤 色 用 の 光 学 補 償 シ ー ト (42r
)、 赤 色 用 液 晶 パ ネ ル (43r)及 び 赤 色 用 の 出 射 側 偏 光 板 (44r)を 経 て 、 色 合 成 プ リ ズ ム (40)
へ 至 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 色 合 成 プ リ ズ ム (40)に 導 か れ た ３ 色 の 映 像 光 は 、 色 合 成 プ リ ズ ム (40)に よ り 合 成 さ れ 、
こ れ に よ っ て 得 ら れ る カ ラ ー 映 像 光 が 、 投 射 レ ン ズ (20)を 経 て 前 方 の ス ク リ ー ン へ 拡 大 投
射 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】

　 図 ５ に 示 す 如 く 、 光 学 系 (３ )を 構 成 す る 第 １ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (31)と 第 ２ イ ン テ グ
レ ー タ レ ン ズ (32)の 間 に は 絞 り 機 構 (５ )が 配 備 さ れ 、 該 絞 り 機 構 (５ )は 図 ３ に 示 す 如 く 、
光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)の 左 端 部 に 開 設 さ れ た ス リ ッ ト 状 の 開 口 (320)に 挿 入 さ れ た 状 態 で

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-78736 A 2007.3.29

光 学 系 (３ )

映 像 合 成 装 置 (４ )

絞 り 機 構 (５ )



、 該 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 絞 り 装 置 (５ )は 、 投 射 す べ き 映 像 の 入 力 デ ー タ に 応 じ て 、 各 色 の 液 晶 パ ネ ル (43b)(43g)
(43r)に 入 射 さ せ る べ き 光 量 を 調 整 す る こ と に よ り 、 投 射 映 像 の コ ン ト ラ ス ト の 向 上 を 図
る も の で あ る 。
　 例 え ば 、 投 射 す べ き 映 像 の 入 力 デ ー タ が 低 輝 度 領 域 に 集 中 し て い る 場 合 、 即 ち 投 射 す べ
き 映 像 が 全 体 的 に 暗 い 映 像 で あ る 場 合 、 絞 り 機 構 (５ )に よ り ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )か ら 発 せ
ら れ た 光 の 一 部 を 遮 断 し て 、 各 色 の 液 晶 パ ネ ル (43b)(43g)(43r)に 入 射 さ せ る べ き 光 量 を
通 常 時 よ り も 少 な く 設 定 す る と 共 に 、 入 力 デ ー タ に 対 し て ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ を 拡 大 す る
補 正 を 施 す こ と に よ り 、 投 射 映 像 の コ ン ト ラ ス ト の 向 上 を 図 る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 と こ ろ で 、 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)を 通 過 し て 各 色 の 液 晶 パ ネ ル (43b)(43g)(43r
)に 至 る 光 の 内 、 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)の 外 周 部 を 通 過 し た 光 は 、 第 ２ イ ン テ グ
レ ー タ レ ン ズ (32)の 中 央 部 を 通 過 し た 光 に 比 べ て 、 各 液 晶 パ ネ ル (43b)(43g)(43r)の 表 面
に 対 し て 傾 斜 し て 入 射 す る こ と と な る た め 、 光 漏 れ の 原 因 と な り 易 い 。
　 そ こ で 、 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)の 外 周 部 へ 入 射 さ れ る こ と と な る 光 を 絞 り 機 構
(５ )に よ っ て 遮 断 す る こ と に よ り 、 各 色 の 液 晶 パ ネ ル (43b)(43g)(43r)に 生 じ る 光 漏 れ を
防 止 し 、 こ れ に よ っ て 、 投 射 映 像 の コ ン ト ラ ス ト の 向 上 を 図 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す 如 く 、 絞 り 機 構 (５ )は 、 そ れ ぞ れ 矩 形 状 の ベ ー ス プ レ ー ト (51)と カ
バ ー プ レ ー ト (52)と を 互 い に 接 合 し て 形 成 し た 扁 平 な ケ ー シ ン グ (50)の 内 部 に 、 Ｔ 字 状 の
第 １ 絞 り 板 (53)と Ｌ 字 状 の 第 ２ 絞 り 板 (54)と を 、 該 絞 り 機 構 (５ )を 通 過 す る 光 の 光 軸 と は
直 交 す る 平 面 上 に 互 い に 重 ね 合 わ せ て 配 備 し て 構 成 さ れ 、 カ バ ー プ レ ー ト (52)に は 、 第 １
絞 り 板 (53)及 び 第 ２ 絞 り 板 (54)を 前 記 平 面 に 沿 っ て 互 い に 接 近 離 間 す る 方 向 に 駆 動 す る た
め の モ ー タ (55)が 取 り 付 け ら れ て い る 。
　 ベ ー ス プ レ ー ト (51)及 び カ バ ー プ レ ー ト (52)に は そ れ ぞ れ 、 矩 形 状 の 開 口 (51a)(52a)が
形 成 さ れ て お り 、 図 ５ に 示 す 第 １ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (31)を 通 過 し た 光 は 、 前 記 両 開 口
(51a)(52a)を 通 し て 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)に 照 射 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ６ に 示 す 如 く 、 モ ー タ (55)の 出 力 軸 に は 、 該 出 力 軸 と 一 体 に 回 転 す る 回 動 部 材 (56)が
取 り 付 け ら れ て お り 、 該 回 動 部 材 (56)の 両 端 部 に は そ れ ぞ れ 、 カ バ ー プ レ ー ト (52)に 向 け
て 凸 部 (56a)(56a)が 形 成 さ れ て い る 。 各 凸 部 (56a)(56a)は 、 図 ７ に 示 す ベ ー ス プ レ ー ト (5
1)及 び カ バ ー プ レ ー ト (52)に 開 設 さ れ た 一 対 の 円 弧 状 の 溝 部 (51b)(51b)(52b)(52b)に 係 合
し て い る 。 又 、 図 ７ に 示 す 如 く 、 第 １ 絞 り 板 (53)及 び 第 ２ 絞 り 板 (54)の 左 端 部 に は 、 矩 形
状 の 貫 通 孔 (53a)(54a)が 開 設 さ れ て お り 、 両 貫 通 孔 (53a)(54a)を 回 動 部 材 (56)の 各 凸 部 (5
6a)(56a)が 貫 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 １ 絞 り 板 (53)の 上 端 部 及 び 第 ２ 絞 り 板 (54)の 下 端 部 に は そ れ ぞ れ 、 ２ つ の ガ イ ド 孔 (5
3b)(53b)(54b)(54b)が 、 図 ６ に 示 す 絞 り 機 構 (５ )の 矩 形 状 の 外 形 を 構 成 す る 一 対 の 長 辺 に
沿 っ て 開 設 さ れ る と 共 に 、 ベ ー ス プ レ ー ト (51)の 内 面 に は 、 前 記 一 対 の 長 辺 に 沿 っ て そ れ
ぞ れ ２ 本 づ つ 、 合 計 ４ 本 の ガ イ ド ピ ン (51c)(51c)(51d)(51d)が カ バ ー プ レ ー ト (52)に 向 け
て 突 設 さ れ て い る 。 上 側 の ２ 本 の ガ イ ド ピ ン (51c)(51c)は 、 第 １ 絞 り 板 (53)の ２ つ の ガ イ
ド 孔 (53b)(53b)に そ れ ぞ れ 係 合 し 、 下 側 の ２ 本 の ガ イ ド ピ ン (51d)(51d)は 、 第 ２ 絞 り 板 (5
4)の ２ つ の ガ イ ド 孔 (54b)(54b)に そ れ ぞ れ 係 合 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ９ に 示 す 如 く 、 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)は 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た ５ ６ 個
の 矩 形 状 の セ ル (32a)か ら 構 成 さ れ て お り 、 第 １ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (31)も 第 ２ イ ン テ
グ レ ー タ レ ン ズ (32)と 同 様 の 構 成 を 有 し て い る 。 図 １ ０ (ａ )～ (ｃ )に 示 す 如 く 、 第 ２ イ ン
テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)は 、 該 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)を 構 成 す る 各 セ ル (32a)の 光
学 中 心 が 、 第 １ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (31)を 構 成 す る 各 セ ル (31a)の 焦 点 に 一 致 す る 様 に
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配 備 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 従 っ て 、 図 １ ０ (ａ )～ (ｃ )に 示 す 如 く 、 第 １ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (31)の 各 セ ル (31a)
か ら は 、 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)の 対 応 す る 各 セ ル (32a)の 光 学 中 心 ヘ 向 か う 四 角
錐 状 の 光 束 (300)が 出 射 さ れ 、 絞 り 機 構 (５ )の 設 置 位 置 に お け る 各 光 束 (300)の 断 面 形 状 は
矩 形 状 を 呈 す る こ と に な る 。
　 図 ７ に 示 す 如 く 、 第 １ 絞 り 板 (53)及 び 第 ２ 絞 り 板 (54)の 互 い に 対 向 す る 端 面 に は 、 そ れ
ぞ れ 凹 部 (53c)(54c)が 形 成 さ れ て い る 。 両 凹 部 (53c)(54c)は そ れ ぞ れ 、 第 １ イ ン テ グ レ ー
タ レ ン ズ (31)の 各 セ ル (31a)か ら 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)の 各 セ ル (32a)へ 至 る 複 数
の 光 束 (300)の 間 の 格 子 状 の 境 界 線 に 沿 う 階 段 状 に 形 成 さ れ て い る 。
　 両 絞 り 板 (53)(54)の 凹 部 (53c)(54c)は 、 図 ８ (ａ )～ (ｅ )に 示 す 如 く 、 両 絞 り 板 (53)(54)
の ス ラ イ ド 動 作 に 応 じ て 開 口 (51a)(52a)か ら 露 出 し 、 第 １ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (31)を 通
過 し た 光 は 、 両 凹 部 (53c)(54c)に よ っ て 包 囲 さ れ た 光 通 過 窓 (57)を 通 し て 、 第 ２ イ ン テ グ
レ ー タ レ ン ズ (32)に 至 る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ８ (ａ )乃 至 図 ８ (ｅ )は 、 両 絞 り 板 (53)(54)の 凹 部 (53c)(54c)の 端 面 が 、 第 １ イ ン テ グ
レ ー タ レ ン ズ (31)の 各 セ ル (31a)か ら 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)の 各 セ ル (32a)へ 至 る
複 数 の 光 束 (300)の 間 の 格 子 状 の 境 界 線 上 に 位 置 し た 状 態 (以 下 、 理 想 遮 光 状 態 と い う )を
示 し て い る 。
　 又 、 図 ９ (ａ )～ (ｅ )は 、 絞 り 機 構 (５ )が 図 ８ (ａ )～ (ｅ )に 示 す 理 想 遮 光 状 態 に 設 定 さ れ
た と き 、 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)に 照 射 さ れ る 光 の 領 域 を ハ ッ チ ン グ で 示 し て い る
。 図 １ ０ (ａ )～ (ｃ )は 、 絞 り 機 構 (５ )が 図 ８ (ａ )、 図 ８ (ｃ )及 び 図 ８ (ｅ )に 示 す 各 状 態 に
設 定 さ れ た と き 、 該 絞 り 機 構 (５ )に よ っ て 、 第 １ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (31)の 各 セ ル (31a
)か ら 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)の 各 セ ル (32a)へ 至 る 全 て の 光 束 (300)の 内 、 複 数 の
光 束 (300)が 遮 光 さ れ た 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ８ (ａ )～ (ｅ )に 示 す 如 く 、 モ ー タ (55)が 時 計 回 り に 回 転 す る と 、 第 １ 絞 り 板 (53)は 右
方 向 へ ス ラ イ ド す る と 共 に 、 第 ２ 絞 り 板 (54)は 左 方 向 へ ス ラ イ ド し 、 こ の 結 果 、 第 １ 絞 り
板 (53)と 第 ２ 絞 り 板 (54)と が 互 い に 接 近 す る こ と に な る 。 こ れ に よ り 、 開 口 (51a)(52a)か
ら 露 出 す る 第 １ 絞 り 板 (53)及 び 第 ２ 絞 り 板 (54)の 面 積 が 大 き く な る 。
　 一 方 、 モ ー タ (55)が 反 時 計 回 り に 回 転 す る と 、 第 １ 絞 り 板 (53)は 左 方 向 へ ス ラ イ ド す る
と 共 に 、 第 ２ 絞 り 板 (54)は 右 方 向 へ ス ラ イ ド し 、 こ の 結 果 、 第 １ 絞 り 板 (53)と 第 ２ 絞 り 板
(54)と が 互 い に 離 間 す る こ と に な る 。 こ れ に よ り 、 開 口 (51a)(52a)か ら 露 出 す る 第 １ 絞 り
板 (53)及 び 第 ２ 絞 り 板 (54)の 面 積 が 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 述 の 如 く 、 開 口 (51a)(52a)か ら 露 出 す る 第 １ 絞 り 板 (53)及 び 第 ２ 絞 り 板 (54)の 面 積 は
、 モ ー タ (55)の 回 転 角 に 応 じ て 変 化 す る の で 、 モ ー タ (55)の 回 転 角 を 制 御 す る こ と に よ っ
て 、 図 ８ (ａ )に 示 す 第 １ の 理 想 遮 光 状 態 と 図 ８ (ｅ )に 示 す 第 ５ の 理 想 遮 光 状 態 と の 間 で 、
第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)に 対 す る 光 の 照 射 領 域 を 変 化 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ８ (ａ )に 示 す 第 １ の 理 想 遮 光 状 態 に お い て 、 回 動 部 材 (56)は 、 モ ー タ (55)に よ っ て 反
時 計 回 り の 限 界 位 置 ま で 回 動 し て い る 。 こ の 状 態 に お い て は 、 図 ９ (ａ )及 び 図 １ ０ (ａ )に
示 す 如 く 、 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)を 構 成 す る ５ ６ 個 の 全 て の セ ル (32a)に 光 が 照
射 さ れ る 。
　 一 方 、 図 ８ (ｅ )に 示 す 第 ５ の 理 想 遮 光 状 態 に お い て 、 回 動 部 材 (56)は 、 モ ー タ (55)に よ
っ て 時 計 回 り の 限 界 位 置 ま で 回 動 し て い る 。 こ の 状 態 に お い て は 、 図 ９ (ｅ )及 び 図 １ ０ (
ｃ )に 示 す 如 く 、 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)の 中 央 部 を 構 成 す る ４ 個 の セ ル (32a)に の
み 光 が 照 射 さ れ る こ と に な る 。
　 又 、 図 ８ (ｂ )に 示 す 第 ２ の 理 想 遮 光 状 態 に お い て は 、 図 ９ (ｂ )に 示 す 如 く 、 第 ２ イ ン テ
グ レ ー タ レ ン ズ (32)の 最 外 周 に 配 列 さ れ た １ ２ 個 の セ ル (32a)を 除 く ４ ４ 個 の セ ル (32a)に
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光 が 照 射 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 同 様 に 、 図 ８ (ｃ )に 示 す 第 ３ の 理 想 遮 光 状 態 に お い て は 、 図 ９ (ｃ )及 び 図 １ ０ (ｂ )に 示
す 如 く 、 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)の 中 央 部 を 中 心 と し て 略 十 字 状 に 配 列 さ れ た ２ ８
個 の セ ル (32a)に の み 光 が 照 射 さ れ 、 図 ８ (ｄ )に 示 す 第 ４ の 理 想 遮 光 状 態 に お い て は 、 図
９ (ｄ )に 示 す 如 く 、 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (31)の 中 央 部 を 中 心 と し て 略 十 字 状 に 配 列
さ れ た １ ２ 個 の セ ル (32a)に の み 光 が 照 射 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ こ で 、 絞 り 機 構 (５ )が 、 図 ８ (ａ )～ (ｅ )に 示 す 第 １ 乃 至 第 ５ の 理 想 遮 光 状 態 の 間 の 中
間 状 態 に 設 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 第 １ 絞 り 板 (53)及 び 第 ２ 絞 り 板 (54)が 、 第 １ イ ン テ グ レ
ー タ レ ン ズ (31)の 各 セ ル (31a)か ら 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)の 各 セ ル (32a)へ 至 る 全
て の 光 束 (300)の 内 、 少 な く と も １ つ の 光 束 (300)の 一 部 の 領 域 の 光 の 通 過 を 遮 断 し て 残 り
の 領 域 の 光 の 通 過 を 許 容 す る 状 態 に 遷 移 し た 場 合 に は 、 投 射 映 像 に 色 ム ラ が 発 生 す る こ と
が あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 の 絞 り 機 構 (５ )に お い て は 、 光 の 通 過 を 許 容 す る 光 通 過 窓 (57)を 規 定 す る 両 絞 り
板 (53)(54)の 互 い に 対 向 す る 凹 部 (53c)(54c)は 、 第 １ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (31)の 各 セ ル
(31a)か ら 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)の 各 セ ル (32a)へ 向 か う 複 数 の 光 束 (300)の 間 の
格 子 状 の 境 界 線 に 沿 う 階 段 状 に 形 成 さ れ て い る た め 、 両 絞 り 板 (53)(54)の 往 復 動 作 の 過 程
で 、 両 絞 り 板 (53)(54)の 凹 部 (53c)(54c)の 端 面 が 前 記 格 子 状 の 境 界 線 上 に 至 る 毎 に 、 前 記
中 間 状 態 か ら 、 第 １ 乃 至 第 ５ の 理 想 遮 光 状 態 の 内 、 何 れ か の １ つ の 理 想 遮 光 状 態 に 遷 移 す
る こ と に な る 。
　 こ れ に よ り 、 両 絞 り 板 (53)(54)の 往 復 動 作 の 過 程 で 、 両 絞 り 板 (53)(54)が 理 想 遮 光 状 態
に 設 定 さ れ る 頻 度 が 従 来 よ り も 増 大 し 、 こ の 結 果 、 色 ム ラ の 発 生 が 従 来 よ り も 抑 制 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 又 、 両 絞 り 板 (53)(54)の 凹 部 (53c)(54c)が 、 第 １ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (31)の 各 セ ル (3
1a)か ら 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)の 各 セ ル (32a)へ 至 る 複 数 の 光 束 (300)の 間 の 格 子
状 の 境 界 線 に 沿 う 階 段 状 に 形 成 さ れ て い る た め 、 両 絞 り 板 (53)(54)を 水 平 方 向 に 接 近 離 間
さ せ る １ 方 向 の ス ラ イ ド 機 構 か ら 絞 り 機 構 (５ )を 構 成 す る こ と が 出 来 、 こ れ に よ っ て 、 ２
方 向 の ス ラ イ ド 機 構 が 必 要 で あ っ た 従 来 に 比 べ て 、 絞 り 機 構 (５ )の 簡 略 化 を 図 る こ と が 出
来 る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】

　 図 ３ に 示 す 如 く 、 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)に は 、 映 像 合 成 装 置 (４ )を 色 合 成 プ リ ズ ム (40)
の ３ つ の 側 面 に 対 向 す る ３ つ の 端 縁 に 、 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)(６ g)(６ r)が 取 り 付
け ら れ て お り 、 各 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)(６ g)(６ r)に は 、 図 ５ に 示 す 光 学 補 償 シ ー
ト (42b)(42g)(42r)が そ れ ぞ れ 保 持 さ れ て い る 。 各 光 学 補 償 シ ー ト (42b)(42g)(42r)は 、 図
５ に 示 す 如 く 、 各 色 用 の 入 射 側 偏 光 板 (41b)(41g)(41r)と 各 色 用 の 液 晶 パ ネ ル (43b)(43g)(
43r)の 間 に 配 備 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 各 光 学 補 償 シ ー ト (42b)(42g)(42r)は 、 そ の 内 部 に 液 晶 分 子 を 有 し 、 該 液 晶 分 子 の 遅 相
軸 の 方 向 が 各 液 晶 パ ネ ル (43b)(43g)(43r)を 構 成 す る 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 に 対 し て 平 行 に
な る よ う に 各 光 学 補 償 シ ー ト (42b)(42g)(42r)を 取 り 付 け る こ と に よ り 、 各 液 晶 パ ネ ル (43
b)(43g)(43r)に 対 す る 不 要 な 光 の 成 分 波 の 入 射 を 遮 断 す る 機 能 を 発 揮 す る 。 こ れ に よ っ て
、 各 液 晶 パ ネ ル (43b)(43g)(43r)に 生 じ る 光 漏 れ や 色 ム ラ を 防 止 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 尚 、 ３ つ の 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)(６ g)(６ r)は 、 同 一 の 構 成 を 有 し て い る の で 、
以 下 青 色 用 の 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)に つ い て の み 説 明 し 、 緑 色 及 び 赤 色 用 の 光 学 補
償 シ ー ト ホ ル ダ (６ g)(６ r)に つ い て の 説 明 は 省 略 す る 。
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光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)(６ g)(６ r)



【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ １ に 示 す 如 く 、 光 学 補 償 シ ー ト (42b)は 、 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)に よ っ て 、 該
光 学 補 償 シ ー ト (42b)を 通 過 す る 光 の 光 軸 (図 中 １ 点 鎖 線 で 示 す )に 直 交 す る 面 内 で 回 動 自
在 、 且 つ 該 光 軸 と は 直 交 す る 平 面 に 平 行 な 回 転 軸 を 中 心 に 回 動 自 在 に 保 持 さ れ て お り 、 後
述 の 如 く 、 ２ 本 の ビ ス (64a)(64b)の 締 結 位 置 を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 光 学 補 償 シ ー ト (4
2b)の 取 り 付 け 姿 勢 を 調 整 で き る 様 に な っ て い る 。
　 尚 、 各 光 学 補 償 シ ー ト (42b)(42g)(42r)の 取 り 付 け 姿 勢 の 調 整 は 、 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装
置 の 出 荷 前 の 調 整 工 程 に て 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 １ １ 及 び 図 １ ２ に 示 す 如 く 、 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)は 、 光 学 補 償 シ ー ト (42b)を
保 持 す る 矩 形 状 の 枠 体 (61)と 、 該 枠 体 (61)を 回 動 可 能 に 保 持 す る と 共 に 、 光 学 保 持 ケ ー ス
(30)に 取 り 付 け ら れ る べ き 固 定 部 材 (62)と 、 前 記 枠 体 (61)と 係 合 す る ス ラ イ ド 部 材 (63)と
か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ ２ に 示 す 如 く 、 枠 体 (61)に は 、 一 対 の 円 柱 状 の 軸 部 (61a)(61a)が 、 青 色 用 の 液 晶 パ
ネ ル (43b)の ２ 本 の 対 角 線 の 内 、 １ 本 の 対 角 線 に 対 し て 略 平 行 と な る 様 に 突 設 さ れ る と 共
に 、 該 枠 体 (61)の 左 上 方 の 角 部 に は 、 階 段 状 の 突 片 (61b)が 上 方 に 向 け て 突 設 さ れ て い る
。 光 学 補 償 シ ー ト (42b)は 、 枠 体 (61)の 中 央 部 に 開 設 さ れ た 開 口 (61c)に 嵌 め 込 ま れ て い る
。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 固 定 部 材 (62)は 、 前 記 枠 体 (61)を 保 持 す る 矩 形 状 の 保 持 部 (62a)と 、 光 学 保 持 ケ ー ス (30
)の 上 壁 (310)に 沿 う 取 り 付 け 部 (62b)と を 有 し 、 保 持 部 (62a)の 中 央 部 に は 、 矩 形 状 の 開 口
(62c)が 開 設 さ れ る と 共 に 、 該 開 口 (62c)の 周 囲 に は 、 青 色 用 の 液 晶 パ ネ ル (43b)の ２ 本 の
対 角 線 の 内 、 １ 本 の 対 角 線 と 略 平 行 な 直 線 上 に 、 前 記 枠 体 (61)の 軸 部 (61a)(61a)を 枢 支 す
る 一 対 の 枢 支 部 (66a)(66b)が 、 光 学 補 償 シ ー ト (42b)を 通 過 す る 光 の 進 行 方 向 に 向 け て 突
設 さ れ て い る 。 一 対 の 枢 支 部 (66a)(66b)の 内 、 一 方 の 枢 支 部 (66a)に は 、 枠 体 (61)の 軸 部 (
61a)が 貫 通 す る 貫 通 孔 が 形 成 さ れ る と 共 に 、 他 方 の 枢 支 部 (66b)は Ｌ 字 状 を 呈 し て い る 。
又 、 保 持 部 (62a)の 下 側 の 両 端 部 に は 、 一 対 の 板 バ ネ 部 (67a)(67b)が 下 方 に 向 け て 形 成 さ
れ る と 共 に 、 保 持 部 (62a)の 左 下 端 部 に は 、 半 円 状 の 凹 部 (65)が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 光 学 保 持 ケ ー ス (30)の 側 壁 (311)に は 、 光 学 補 償 シ ー ト (42b)を 通 過 す る 光 の 光 軸 方 向 に
向 け て 、 一 対 の 脚 部 (314a)(314b)が 突 設 さ れ て お り 、 両 脚 部 (314a)(314b)に は 、 保 持 部 (6
2a)の 両 板 バ ネ 部 (67a)(67b)が 挿 入 さ れ る べ き 溝 部 (315a)(315b)が 形 成 さ れ て お り 、 光 学
補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)が 光 学 保 持 ケ ー ス (30)に 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 各 板 バ ネ 部 (67a)
(67b)は 溝 部 (315a)(315b)の 対 向 面 間 に 挟 持 さ れ る こ と に な る 。
　 更 に 、 左 側 の 溝 部 (315a)の 内 部 に は 、 円 柱 状 の 軸 部 (316)が 前 記 光 軸 に 対 し て 平 行 に 形
成 さ れ て お り 、 該 軸 部 (316)に は 保 持 部 (62a)の 凹 部 (65)が 嵌 ま る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 固 定 部 材 (62)の 取 り 付 け 部 (62b)に は 、 ス ラ イ ド 部 材 (63)を 固 定 す る た め の ビ ス (64a)が
貫 通 す る ビ ス 孔 (68)と 、 固 定 部 材 (62)を 光 学 保 持 ケ ー ス (30)の 上 壁 (310)に 固 定 す る た め
の ビ ス (64b)が 貫 通 す る 第 １ の 長 孔 (69a)と 、 光 学 保 持 ケ ー ス (30)の 上 壁 (310)に 突 設 さ れ
た 一 対 の ピ ン (312a)(312b)が 貫 通 す る 第 ３ の 長 孔 (69b)と が 開 設 さ れ て い る 。 一 対 の ピ ン (
312a)(312b)は 、 光 学 補 償 シ ー ト (42b)を 通 過 す る 光 の 光 軸 と は 直 交 す る 左 右 方 向 に 互 い に
離 間 し て 並 設 さ れ て お り 、 第 １ の 長 孔 (69a)及 び 第 ３ の 長 孔 (69b)は 、 左 右 方 向 に 長 い 形 状
を 呈 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ス ラ イ ド 部 材 (63)は 、 固 定 部 材 (62)の 取 り 付 け 部 (62b)に 沿 う 平 板 部 (63a)と 、 該 平 板 部
(63a)の １ つ の 角 部 か ら 下 方 に 向 け て 突 設 さ れ た Ｕ 字 状 の 挟 持 部 (63b)と を 有 し 、 平 板 部 (6
3a)に は 、 光 学 補 償 シ ー ト (42b)を 通 過 す る 光 の 光 軸 方 向 に 長 い 第 ２ の 長 孔 (69c)が 開 設 さ
れ 、 該 第 ２ の 長 孔 (69c)に は 、 ス ラ イ ド 部 材 (63)を 固 定 部 材 (62)の 取 り 付 け 部 (62b)に 固 定
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す る た め の ビ ス (64a)が 貫 通 す る こ と に な る 。 又 、 挟 持 部 (63b)に は 、 枠 体 (61)の 突 片 (61b
)が 挟 持 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)の 取 り 付 け 姿 勢 は 、 ビ ス (64b)を 緩 め た 状 態 で 、 光 学 保 持 ケ
ー ス (30)の 左 側 の 脚 部 (314a)に 設 け ら れ た 軸 部 (316)を 中 心 と し て 、 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル
ダ (６ b)を 光 学 補 償 シ ー ト (42b)を 通 過 す る 光 の 光 軸 に 対 す る 直 交 す る 面 内 で 回 動 さ せ る 第
１ の 調 整 操 作 と 、 ビ ス (64a)を 緩 め た 状 態 で 、 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)の ス ラ イ ド 部 材
(63)を 前 記 光 軸 方 向 に 沿 っ て ス ラ イ ド さ せ る こ と に よ り 、 枠 体 (61)を 一 対 の 軸 部 (61a)(61
a)を 中 心 と し て 回 動 さ せ 、 光 学 補 償 シ ー ト (42b)の 表 面 を 前 記 光 軸 に 直 交 す る 平 面 に 対 し
て 傾 斜 さ せ る 第 ２ の 調 整 操 作 と を 用 い て 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ ３ (ａ )～ (ｃ )は 、 前 記 第 １ の 調 整 操 作 に よ り 、 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)の 取 り
付 け 姿 勢 を 調 整 し た 状 態 を 示 し て い る 。
　 図 １ １ に 示 す 如 く 、 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)の 固 定 部 材 (62)の 第 ３ の 長 孔 (69b)に は
、 光 学 保 持 ケ ー ス (30)の 一 対 の ピ ン (312a)(312b)が 貫 通 し て い る の で 、 ビ ス (64b)を 緩 め
る こ と に よ っ て 、 第 １ の 長 孔 (69a)の 範 囲 内 で 、 光 学 補 償 シ ー ト (42b)を 通 過 す る 光 の 光 軸
と は 直 交 す る 左 右 方 向 の 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)の ス ラ イ ド 操 作 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 又 、 図 １ ３ (ａ )～ (ｃ )に 示 す 如 く 、 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)の 固 定 部 材 (62)の 凹 部 (
65)は 、 光 学 保 持 ケ ー ス (30)の 左 側 の 脚 部 (314a)に 設 け ら れ た 軸 部 (316)に 係 合 し て い る た
め 、 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)の 前 記 左 右 方 向 の ス ラ イ ド 操 作 に よ っ て 、 該 光 学 補 償 シ
ー ト ホ ル ダ (６ b)は 、 該 軸 部 (316)を 中 心 と し て 、 前 記 光 軸 に 対 し て 直 交 す る 面 内 で 回 動 す
る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 １ ３ (ａ )は 、 ビ ス (64b)が 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)の 第 １ の 長 孔 (69a)の 右 端 に て
締 結 さ れ た 状 態 (以 下 、 第 １ 締 結 状 態 と い う )を 示 し て お り 、 図 １ ３ (ｃ )は 、 ビ ス (64b)が
光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)の 第 １ の 長 孔 (69a)の 左 端 に て 締 結 さ れ た 状 態 (以 下 、 第 ２ 締
結 状 態 と い う )を 示 し て い る 。 又 、 図 １ ３ (ｂ )は 、 ビ ス (64b)が 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b
)の 第 １ の 長 孔 (69a)の 中 央 に て 締 結 さ れ た 状 態 (以 下 、 第 ３ 締 結 状 態 と い う )を 示 し て い る
。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 １ ３ (ａ )～ (ｃ )に 示 す 如 く 、 前 記 第 １ の 調 整 操 作 に よ れ ば 、 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (
６ b)の 取 り 付 け 姿 勢 を 前 記 第 １ の 締 結 状 態 と 第 ２ の 締 結 状 態 と の 間 で 調 整 す る こ と が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 １ ４ (ａ )～ (ｃ )は 、 前 記 第 ２ の 調 整 操 作 に よ り 、 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)の 取 り
付 け 姿 勢 を 調 整 し た 状 態 を 示 し て い る 。
　 図 １ １ に 示 す 如 く 、 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)の ス ラ イ ド 部 材 (63)は 、 該 ス ラ イ ド 部
材 (63)の 第 ２ の 長 孔 (69c)を 貫 通 す る ビ ス (64a)に よ っ て 固 定 部 材 (63)に 締 結 さ れ て お り 、
ビ ス (64a)を 緩 め る こ と に よ り 、 第 ２ の 長 孔 (69c)の 範 囲 内 で 、 前 記 光 軸 に 沿 う ス ラ イ ド 部
材 (63)の ス ラ イ ド 操 作 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ス ラ イ ド 部 材 (63)の 挟 持 部 (63b)に は 、 枠 体 (61)の 突 片 (61b)が 挟 持 さ れ て い る の で 、 枠
体 (61)の 突 片 (61b)は 、 ス ラ イ ド 部 材 (63)と 共 に 前 記 光 軸 に 沿 っ て 移 動 す る 。 こ れ に よ り
、 枠 体 (61)は 、 光 学 補 償 シ ー ト (42b)の １ 本 の 対 角 線 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 一 対 の 軸 部 (61a)
(61a)を 中 心 と し て 回 動 し 、 該 枠 体 (61)に 固 定 さ れ た 光 学 補 償 シ ー ト (42b)の 表 面 が 、 前 記
光 軸 に 直 交 す る 平 面 に 対 し て 傾 斜 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 １ ４ (ａ )は 、 ビ ス (64a)が ス ラ イ ド 部 材 (63)の 第 ２ の 長 孔 (69c)の 前 端 に て 締 結 さ れ た
状 態 (以 下 、 第 ４ 締 結 状 態 と い う )を 示 し て い る 。 第 ４ 締 結 状 態 に お い て 、 突 片 (61b)が 突
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設 さ れ た 枠 体 (61)の 左 上 端 部 は 、 枠 体 (61)の 右 下 端 部 よ り も 前 記 光 軸 に 沿 っ て 前 方 側 に 突
出 し て い る 。
　 一 方 、 図 １ ４ (ｃ )は 、 ビ ス (64a)が 第 ２ の 長 孔 (69c)の 後 端 に て 締 結 さ れ た 状 態 (以 下 、
第 ５ 締 結 状 態 と い う )を 示 し て い る 。 第 ５ 締 結 状 態 に お い て 、 枠 体 (61)の 左 上 端 部 は 、 枠
体 (61)の 右 下 端 部 よ り も 前 記 光 軸 に 沿 っ て 後 方 側 へ 後 退 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 又 、 図 １ ４ (ｂ )は 、 ビ ス (64a)が 第 ２ の 長 孔 (69c)の 中 央 に て 締 結 さ れ た 状 態 (以 下 、 第
６ 締 結 状 態 と い う )を 示 し て い る 。 第 ６ 締 結 状 態 に お い て 、 枠 体 (61)に 固 定 さ れ た 光 学 補
償 シ ー ト (42b)の 表 面 は 、 前 記 光 軸 に 対 し て 略 垂 直 と な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 １ ４ (ａ )～ (ｃ )に 示 す 如 く 、 前 記 第 ２ の 調 整 操 作 に よ れ ば 、 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (
６ b)の 取 り 付 け 姿 勢 を 前 記 第 ４ 締 結 状 態 と 第 ５ 締 結 状 態 と の 間 で 調 整 す る こ と が 可 能 と な
る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)の 取 り 付 け 姿 勢 の 調 整 は 、 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 の 出 荷 前
に 行 な わ れ る 。 具 体 的 に は 、 該 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 を 用 い て 調 整 画 像 を 投 射 さ せ 、 該 調
整 画 像 の 黒 色 と 白 色 の コ ン ト ラ ス ト が 鮮 明 に な る よ う に 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 調 整 操 作 を
用 い て 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)の 取 り 付 け 姿 勢 を 調 整 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 前 記 第 １ の 調 整 操 作 に よ れ ば 、 光 学 補 償 シ ー ト (42b)の 取 り 付 け 姿 勢 を 前 記 光 軸 に 直 行
す る 面 内 に て 回 動 自 在 に 調 整 す る こ と が で き る の で 、 前 記 光 軸 方 向 か ら み た 光 学 補 償 シ ー
ト (42b)内 の 液 晶 分 子 の 遅 相 軸 を 、 図 ５ に 示 す 液 晶 パ ネ ル (43b)の 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 と 略
平 行 に 設 定 す る こ と が 出 来 る 。
　 又 、 前 記 第 ２ の 調 整 操 作 に よ れ ば 、 光 学 補 償 シ ー ト (42b)の 表 面 の 前 記 光 軸 に 直 交 す る
平 面 に 対 す る 傾 斜 角 度 を 自 在 に 調 整 す る こ と が 出 来 る の で 、 図 ５ に 示 す 液 晶 パ ネ ル (43b)
内 の 液 晶 分 子 の 前 記 光 軸 方 向 の 遅 相 軸 に 対 し て 、 光 学 補 償 シ ー ト (42b)の 見 か け 上 の 遅 相
軸 を 一 致 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 更 に 、 前 記 第 ２ の 調 整 操 作 に よ れ ば 、 液 晶 パ ネ ル (43b)の 一 方 の 対 角 線 に 略 平 行 な 回 転
軸 を 中 心 と し て 、 光 学 補 償 シ ー ト (42b)の 表 面 を 前 記 光 軸 に 対 し て 傾 斜 さ せ る こ と が 出 来
る 。 即 ち 、 液 晶 パ ネ ル (43b)の 一 方 の 対 角 線 に 対 し て 、 光 学 補 償 シ ー ト (42b)の 表 面 を 傾 斜
さ せ る こ と が 出 来 る の で 、 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ (６ b)の 取 り 付 け 姿 勢 の 調 整 が 従 来 よ り
も 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 更 に 又 、 図 １ １ に 示 す 如 く 、 光 学 補 償 シ ー ト (42b)は 枠 体 (61)に 固 定 さ れ 、 該 枠 体 (61)
が 前 記 回 転 軸 を 中 心 と し て 回 動 自 在 に 固 定 部 材 (62)に 枢 支 さ れ て い る た め 、 前 記 第 ２ の 調
整 操 作 に よ る 調 整 時 に 、 枠 体 (61)及 び 光 学 補 償 シ ー ト (42b)に 無 理 な 力 が 作 用 す る こ と は
な い 。 こ れ に よ り 、 枠 体 (61)及 び 光 学 補 償 シ ー ト (42b)に 反 り や 撓 み が 生 じ る こ と は な く
、 こ の 結 果 、 従 来 よ り も コ ン ト ラ ス ト が 鮮 明 で 、 且 つ 色 ム ラ 等 の な い 均 一 な 投 射 映 像 が 得
ら れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】

　 図 ２ に 示 す 如 く 、 投 射 レ ン ズ (20)と 該 投 射 レ ン ズ を 保 持 す る 筒 体 (21)と に よ っ て 投 射 レ
ン ズ 装 置 が 構 成 さ れ 、 該 投 射 レ ン ズ 装 置 は 、 レ ン ズ シ フ ト 機 構 (２ )に よ っ て 保 持 さ れ て 、
光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)の 前 方 端 部 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
　 レ ン ズ シ フ ト 機 構 (２ )は 、 カ ラ ー 映 像 光 の 明 る さ が 大 き く 低 下 し な い 一 定 の 範 囲 内 で 、
前 記 投 射 レ ン ズ 装 置 を 水 平 方 向 及 び 鉛 直 方 向 に 往 復 移 動 さ せ る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 該 レ ン ズ シ フ ト 機 構 (２ )を 具 え た プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 に よ れ ば 、 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 を ス ク
リ ー ン に 対 し て 適 当 な 位 置 に 設 置 し た 後 、 該 レ ン ズ シ フ ト 機 構 (２ )に よ り ス ク リ ー ン に 対
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す る 映 像 表 示 位 置 の 調 整 を 行 な う こ と が 出 来 る の で 、 ス ク リ ー ン に 対 す る 映 像 表 示 位 置 の
調 整 が 、 従 来 よ り も 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 １ ５ 及 び 図 １ ６ に 示 す 如 く 、 レ ン ズ シ フ ト 機 構 (２ )は 、 固 定 ベ ー ス (120)と 、 投 射 レ
ン ズ 装 置 が 取 り 付 け ら れ る 可 動 部 材 (125)と 、 該 可 動 部 材 (125)を 鉛 直 方 向 に 駆 動 す る 垂 直
駆 動 機 構 (23)と 、 可 動 部 材 (125)を 水 平 方 向 に 駆 動 す る 水 平 駆 動 機 構 (22)と か ら 構 成 さ れ
る 。
　 図 １ ７ 及 び 図 １ ９ に 示 す 如 く 、 固 定 ベ ー ス (120)は 、 金 属 製 の 背 面 ケ ー ス (121)の 前 面 に
金 属 製 の 前 面 プ レ ー ト (122)を 螺 着 し て 構 成 さ れ る 。 背 面 ケ ー ス (121)及 び 前 面 プ レ ー ト (1
22)の 中 央 部 に は そ れ ぞ れ 、 円 形 の 開 口 (121a)(122b)が 形 成 さ れ て お り 、 両 開 口 (121a)(12
2b)に 筒 体 (21)が 挿 入 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 可 動 部 材 (125)は 、 垂 直 可 動 板 (123)と 水 平 可 動 板 (124)と を 互 い に 密 着 さ せ て 構 成 さ れ
、 固 定 ベ ー ス (120)の 内 部 に 設 置 さ れ て い る 。 垂 直 可 動 板 (123)及 び 水 平 可 動 板 (124)は 略
矩 形 状 を 呈 し 、 両 可 動 板 (123)(124)の 中 央 部 に は 、 筒 体 (21)が 挿 入 さ れ る べ き 円 形 の 開 口
(123c)(124c)が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。
　 図 １ ７ に 示 す 如 く 、 筒 体 (21)の 外 周 面 に は 、 矩 形 状 の フ ラ ン ジ 部 (21a)が 形 成 さ れ て お
り 、 筒 体 (21)は 、 水 平 可 動 板 (124)と 垂 直 可 動 板 (123)の 間 に フ ラ ン ジ 部 (21a)が 挟 持 さ れ
た 状 態 で 、 可 動 部 材 (125)に 取 り 付 け ら れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 １ ９ に 示 す 如 く 、 垂 直 可 動 板 (123)の 前 面 に は 、 水 平 可 動 板 (124)に 向 け て ４ 本 の 垂 直
ガ イ ド ピ ン (123a)(123a)(123b)(123b)が 突 設 さ れ て い る 。 水 平 可 動 板 (124)に は 、 鉛 直 方
向 に 長 い 長 孔 状 の ２ つ の ガ イ ド 孔 (124b)(124b)が 開 設 さ れ て お り 、 各 ガ イ ド 孔 (124b)(124
b)に 垂 直 可 動 板 (123)の 下 側 の ２ 本 の 垂 直 ガ イ ド ピ ン (123a)(123a)が 貫 通 す る こ と に な る
。 又 、 水 平 可 動 板 (124)の 背 面 に は 、 鉛 直 方 向 に 長 い 長 穴 状 の ２ つ の ガ イ ド 溝 (124d)(124d
)が 凹 設 さ れ て お り 、 各 ガ イ ド 溝 (124d)(124d)に 垂 直 可 動 板 (123)の 上 側 の ２ 本 の 垂 直 ガ イ
ド ピ ン (123b)(123b)が 係 合 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 水 平 可 動 板 (124)の 右 端 部 に は 、 水 平 方 向 に 伸 び る ラ ッ ク 部 (126)が 形 成 さ れ て お り 、 該
ラ ッ ク 部 (126)に は 、 図 １ ８ に 示 す 水 平 駆 動 機 構 (22)を 構 成 す る 最 終 段 の ピ ニ オ ン (27b)が
噛 合 す る こ と に な る 。 又 、 図 １ ９ に 示 す 如 く 、 水 平 可 動 板 (124)の 前 面 に は 、 上 側 の 両 端
部 に ２ 本 の 水 平 ガ イ ド ピ ン (124a)(124a)が 前 面 プ レ ー ト (122)へ 向 け て 突 設 さ れ る と 共 に
、 前 面 プ レ ー ト (122)に は 、 水 平 方 向 に 長 い 長 孔 状 の ２ つ の ガ イ ド 孔 (122a)(122a)が 開 設
さ れ て お り 、 両 ガ イ ド 孔 (122a)(122a)を 水 平 可 動 板 (124)の ２ 本 の 水 平 ガ イ ド ピ ン (124a)(
124a)が そ れ ぞ れ 貫 通 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 １ ７ 及 び 図 １ ８ に 示 す 如 く 、 水 平 駆 動 機 構 (22)は 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 水 平 操 作 ダ イ
ア ル (24)と 、 該 水 平 操 作 ダ イ ア ル (24)の 回 転 運 動 を 水 平 可 動 板 (124)の 直 線 運 動 に 変 換 す
る た め の 複 数 の 伝 達 ギ ア (24a)(25)(26)(27)か ら 構 成 さ れ る 。 図 １ に 示 す 如 く 、 水 平 操 作
ダ イ ア ル (24)の 一 部 が ケ ー シ ン グ (１ )の 右 側 壁 か ら 露 出 し て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 １ ８ に 示 す 如 く 、 水 平 操 作 ダ イ ア ル (24)は 、 鉛 直 方 向 に 沿 う 回 転 軸 を 中 心 と し て 回 転
可 能 に 配 備 さ れ 、 該 水 平 操 作 ダ イ ア ル (24)の 裏 面 に は 、 平 歯 車 (24a)が 設 け ら れ て い る 。
該 平 歯 車 (24a)は 、 鉛 直 方 向 に 沿 う 回 転 軸 を 中 心 と し て 回 転 す る 第 １ 伝 達 ギ ア (25)の 平 歯
車 (25a)に 噛 合 し て い る 。 又 、 該 平 歯 車 (25b)に は 、 鉛 直 方 向 に 沿 う 回 転 軸 を 中 心 と し て 回
転 す る 第 ２ 伝 達 ギ ア (26)の 平 歯 車 (26a)が 噛 合 し て い る 。 第 ２ 伝 達 ギ ア (26)の ウ ォ ー ム (26
b)に は 、 前 記 投 射 レ ン ズ 装 置 の 光 軸 に 沿 う 回 転 軸 を 中 心 と し て 回 転 す る 第 ３ 伝 達 ギ ア (27)
の 一 端 に 形 成 さ れ た ウ ォ ー ム ホ イ ー ル (27a)が 噛 合 し 、 第 ３ 伝 達 ギ ア (27)の ピ ニ オ ン (27b)
に 水 平 可 動 板 (124)の ラ ッ ク 部 (126)が 噛 合 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
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　 又 、 垂 直 駆 動 機 構 (23)は 、 ユ ー ザ が 操 作 す べ き 垂 直 操 作 ダ イ ア ル (28)と 、 該 垂 直 操 作 ダ
イ ア ル (28)の 回 転 運 動 を 垂 直 可 動 板 (124)の 直 線 運 動 に 変 換 す る た め の 複 数 の 伝 達 ギ ア (28
a)(29)(130)(131)、 回 動 板 (127)及 び 連 結 板 (128)か ら 構 成 さ れ る 。 図 １ に 示 す 如 く 、 垂 直
操 作 ダ イ ア ル (28)の 一 部 が ケ ー シ ン グ (１ )の 右 側 壁 か ら 露 出 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 垂 直 操 作 ダ イ ア ル (28)は 、 前 記 光 軸 に 沿 う 回 転 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 に 配 備 さ れ 、 該
垂 直 操 作 ダ イ ア ル (28)の 裏 面 に は 、 平 歯 車 (28a)が 設 け ら れ て い る 。 平 歯 車 (28a)は 、 前 記
光 軸 に 沿 う 回 転 軸 を 中 心 と し て 回 転 す る 第 ４ 伝 達 ギ ア (29)の 一 端 の 平 歯 車 (29a)に 噛 合 し
て い る 。 第 ４ 伝 達 ギ ア (29)の 他 端 の フ ェ イ ス ギ ア (29b)に は 、 第 ５ 伝 達 ギ ア (130)の 一 端 に
形 成 さ れ た か さ 歯 車 (130a)が 噛 合 し て い る 。 第 ５ 伝 達 ギ ア (130)の ウ ォ ー ム (130b)に は 、
前 記 光 軸 に 沿 う 回 転 軸 を 中 心 と し て 回 転 す る 第 ６ 伝 達 ギ ア (131)の 一 端 の ウ ォ ー ム ホ イ ー
ル (131a)が 噛 合 し て い る 。 そ し て 、 第 ６ 伝 達 ギ ア (131)の 他 端 の 平 歯 車 (131b)が 、 図 １ ７
及 び 図 １ ９ に 示 す 回 動 板 (127)の 扇 形 ギ ア 部 (127a)に 噛 合 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 １ ９ に 示 す 如 く 、 回 動 板 (127)の 中 央 部 に は 、 軸 孔 (127b)が 開 設 さ れ て お り 、 回 動 板 (
127)は 、 該 軸 孔 (127b)を 貫 通 す る 支 持 ピ ン (132)に よ っ て 、 該 支 持 ピ ン (132)を 中 心 に 回 動
可 能 に 、 固 定 ベ ー ス (120)の 前 面 プ レ ー ト (122)に 取 り 付 け ら れ て い る 。 回 動 板 (127)の 右
端 に は 、 扇 形 ギ ア 部 (127a)が 形 成 さ れ る と 共 に 、 回 動 板 (127)の 左 端 に は 貫 通 孔 (127c)が
開 設 さ れ 、 回 動 板 (127)は 、 貫 通 孔 (127c)を 貫 通 す る 連 結 ピ ン (129)に よ っ て 、 連 結 板 (128
)に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 連 結 板 (128)の 左 右 両 端 部 に は そ れ ぞ れ 、 ビ ス 孔 (128a)(128a)が 開 設 さ れ て お り 、 連 結
板 (128)は 、 両 ビ ス 孔 (128a)(128a)を 貫 通 す る ２ 本 の ビ ス が 、 前 面 プ レ ー ト (122)の 開 口 (1
22b)か ら 露 出 す る 垂 直 可 動 板 (123)の 下 側 の ２ 本 の 垂 直 ガ イ ド ピ ン (123a)(123b)の 先 端 に
締 結 さ れ 、 該 垂 直 可 動 板 (123)の 下 端 部 に 固 定 さ れ て い る 。
　 又 、 連 結 板 (128)の 中 央 部 に は 、 水 平 方 向 に 長 い 長 孔 状 の 係 合 孔 (128b)が 開 設 さ れ 、 該
係 合 孔 (128b)を 連 結 ピ ン (129)が 貫 通 し て い る 。 従 っ て 、 連 結 板 (128)と 回 動 板 (127)と は
、 係 合 孔 (128b)の 範 囲 内 で 、 連 結 板 (128)の 回 動 板 (127)に 対 す る 水 平 方 向 の 相 対 移 動 が 可
能 に 互 い に 連 結 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ユ ー ザ が 水 平 操 作 ダ イ ア ル (24)を 時 計 回 り に 回 転 さ せ る と 、 水 平 操 作 ダ イ ア ル (24)の 回
動 力 は 、 上 述 の 水 平 駆 動 機 構 (22)を 構 成 す る 複 数 の 伝 達 ギ ア (24a)(25)(26)(27)を 介 し て
、 図 １ ５ に 示 す 水 平 可 動 板 (124)の ラ ッ ク 部 (126)に 伝 達 さ れ る 。
　 そ し て 、 水 平 可 動 板 (124)は 、 該 水 平 可 動 板 (124)の 各 水 平 ガ イ ド ピ ン (124a)が 前 面 プ レ
ー ト (122a)の 水 平 ガ イ ド 孔 (122a)に ガ イ ド さ れ て 、 左 方 向 へ ス ラ イ ド す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 こ こ で 、 垂 直 可 動 板 (123)は 、 連 結 板 (127)の 係 合 孔 (128b)の 範 囲 内 で 、 回 動 板 (127)に
対 す る 水 平 方 向 の 相 対 移 動 が 可 能 で あ り 、 更 に 、 垂 直 可 動 板 (123)の 下 側 の ２ 本 の 垂 直 ガ
イ ド ピ ン (123a)(123a)の 水 平 可 動 板 (124)の 垂 直 ガ イ ド 孔 (124b)(124b)と の 係 合 、 及 び 図
１ ９ に 示 す 上 側 の ２ 本 の 垂 直 ガ イ ド ピ ン (123b)(123b)と 水 平 可 動 板 (124)の 垂 直 ガ イ ド 溝 (
124d)(124d)と の 係 合 に よ っ て 、 垂 直 可 動 板 (123)の 水 平 可 動 板 (124)に 対 す る 水 平 方 向 の
相 対 移 動 が 規 制 さ れ て い る の で 、 垂 直 可 動 板 (123)及 び 該 垂 直 可 動 板 (123)に 取 り 付 け ら れ
た 投 射 レ ン ズ 装 置 は 、 図 １ ５ に 示 す 如 く 水 平 可 動 板 (124)と 共 に 水 平 方 向 に ス ラ イ ド す る
こ と に な る 。
　 同 様 に 、 ユ ー ザ が 水 平 操 作 ダ イ ア ル (24)を 反 時 計 回 り に 回 転 さ せ る と 、 水 平 可 動 板 (124
)、 垂 直 可 動 板 (123)及 び 投 射 レ ン ズ 装 置 は 、 右 方 向 へ ス ラ イ ド す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 尚 、 図 １ ５ 中 、 １ 点 鎖 線 は 、 水 平 可 動 板 (124)及 び 垂 直 可 動 板 (123)が 左 方 向 の 限 界 位 置
ま で ス ラ イ ド し た 状 態 を 示 し 、 ２ 点 鎖 線 は 、 水 平 可 動 板 (124)及 び 垂 直 可 動 板 (123)が 右 方
向 の 限 界 位 置 ま で ス ラ イ ド し た 状 態 を 示 し て い る 。 又 、 実 線 は 、 水 平 可 動 板 (124)及 び 垂
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直 可 動 板 (123)が 、 水 平 方 向 の 中 心 位 置 に あ る 状 態 を 示 し て い る 。 該 中 心 位 置 に お い て は
、 最 も 明 る い 投 射 映 像 が 得 ら れ 、 水 平 可 動 板 (124)及 び 垂 直 可 動 板 (123)が 中 心 位 置 か ら 左
右 方 向 に 離 間 す る に つ れ て 、 投 射 映 像 の 明 る さ は 、 僅 か に 低 下 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 １ ５ に 示 す 如 く 、 水 平 可 動 板 (124)及 び 垂 直 可 動 板 (123)が 水 平 方 向 の 中 心 位 置 に あ る
と き 、 連 結 ピ ン (129)は 、 前 記 投 射 レ ン ズ 装 置 の 重 心 を 通 り 且 つ 鉛 直 方 向 に 伸 び る 直 線 上
に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ユ ー ザ が 垂 直 操 作 ダ イ ア ル (28)を 時 計 回 り に 回 転 さ せ る と 、 垂 直 操 作 ダ イ ア ル (28)の 回
動 力 は 、 図 １ ８ に 示 す 垂 直 駆 動 機 構 (23)を 構 成 す る 複 数 の 伝 達 ギ ア (28a)(29)(130)(131)
を 介 し て 、 図 １ ６ に 示 す 回 動 板 (127)の 扇 形 ギ ア 部 (127a)に 伝 達 さ れ る 。 そ し て 、 回 動 板 (
127)は 支 持 ピ ン (132)を 中 心 と し て 反 時 計 回 り に 回 動 し 、 こ れ に 伴 っ て 、 回 動 板 (127)の 左
端 は 下 方 に 移 動 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ こ で 、 回 動 板 (127)の 左 端 に は 、 連 結 ピ ン (129)を 介 し て 連 結 板 (128)が 連 結 さ れ て お
り 、 該 連 結 板 (128)は 垂 直 可 動 板 (128)に 固 定 さ れ て い る 。 従 っ て 、 回 動 板 (127)の 反 時 計
回 り の 回 動 に 伴 っ て 、 垂 直 可 動 板 (128)及 び 該 垂 直 可 動 板 (128)に 取 り 付 け ら れ た 前 記 投 射
レ ン ズ 装 置 は 、 垂 直 可 動 板 (128)の 下 側 の ２ 本 の 垂 直 ガ イ ド ピ ン (123a)(123a)が 水 平 可 動
板 (124)の 垂 直 ガ イ ド 孔 (124b)(124b)に ガ イ ド さ れ る と 共 に 、 図 １ ９ に 示 す 上 側 の ２ 本 の
垂 直 ガ イ ド ピ ン (123b)(123b)が 水 平 可 動 板 (124)の 垂 直 ガ イ ド 溝 (124d)(124d)に ガ イ ド さ
れ て 、 水 平 可 動 板 (124)に 対 し て 下 方 に 相 対 移 動 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 一 方 、 ユ ー ザ が 垂 直 操 作 ダ イ ア ル (28)を 反 時 計 回 り に 回 転 さ せ る と 、 回 動 板 (127)は 支
持 ピ ン (132)を 中 心 と し て 時 計 回 り に 回 動 し 、 こ れ に 伴 っ て 、 回 動 板 (127)の 左 端 は 上 方 に
移 動 す る こ と に な る 。 こ れ に よ っ て 、 垂 直 可 動 板 (128)及 び 前 記 投 射 レ ン ズ 装 置 は 、 水 平
可 動 板 (124)に 対 し て 上 方 に 相 対 移 動 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 尚 、 図 １ ６ 中 、 １ 点 鎖 線 は 、 垂 直 可 動 板 (123)が 上 方 向 の 限 界 位 置 ま で ス ラ イ ド し た 状
態 を 示 し 、 ２ 点 鎖 線 は 、 垂 直 可 動 板 (123)が 下 方 向 の 限 界 位 置 ま で ス ラ イ ド し た 状 態 を 示
し て い る 。 又 、 実 線 は 、 垂 直 可 動 板 (123)が 鉛 直 方 向 の 中 心 位 置 に あ る 状 態 を 示 し て い る
。 該 中 心 位 置 に お い て は 、 最 も 明 る い 投 射 映 像 が 得 ら れ 、 垂 直 可 動 板 (123)が 中 心 位 置 か
ら 上 下 方 向 に 離 間 す る に つ れ て 、 投 射 映 像 の 明 る さ は 僅 か に 低 下 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 上 記 本 発 明 の レ ン ズ シ フ ト 機 構 (２ )に よ れ ば 、 垂 直 駆 動 機 構 (23)を 構 成 す る 回 動 板 (127
)と 、 前 記 投 射 レ ン ズ 装 置 が 取 り 付 け ら れ た 垂 直 可 動 板 (123)と が 、 連 結 ピ ン (129)に よ っ
て 前 記 投 射 レ ン ズ 装 置 の 重 心 を 通 り 且 つ 鉛 直 方 向 に 伸 び る 直 線 上 に て 互 い に 連 結 さ れ て い
る の で 、 前 記 投 射 レ ン ズ 装 置 の 鉛 直 方 向 の シ フ ト 操 作 時 に 、 該 投 射 レ ン ズ 装 置 の 自 重 に よ
っ て 垂 直 可 動 板 (123)に 作 用 す る 回 動 力 を 最 小 限 に 抑 制 す る こ と が 出 来 る 。 こ れ に よ り 、
前 記 投 射 レ ン ズ 装 置 の ス ム ー ズ な 鉛 直 駆 動 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 又 、 レ ン ズ シ フ ト 機 構 (２ )は 、 図 ２ ０ 及 び 図 ２ １ に 示 す 如 く 、 前 記 投 射 レ ン ズ 装 置 を 所
望 の 位 置 に て 固 定 す る た め の ロ ッ ク 機 構 (140)を 具 え て い る 。 該 ロ ッ ク 機 構 (140)は 、 液 晶
プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 の 設 置 時 に 、 レ ン ズ シ フ ト 機 構 (２ )を 用 い て 、 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 か
ら 投 射 さ れ る 映 像 の 位 置 を 前 方 の ス ク リ ー ン に 合 わ せ て 調 整 し た 後 、 前 記 投 射 レ ン ズ 装 置
の 位 置 を 固 定 す る た め の も の で あ り 、 該 ロ ッ ク 機 構 (140)に よ れ ば 、 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装
置 或 い は ス ク リ ー ン を 移 動 さ せ な い 限 り 、 そ の 後 の 再 調 整 は 不 要 と な る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ロ ッ ク 機 構 (140)は 、 図 ２ １ に 示 す 如 く 、 前 記 投 射 レ ン ズ 装 置 の 光 軸 に 沿 っ て ス ラ イ ド
可 能 な レ バ ー 部 材 (133)と 、 該 レ バ ー 部 材 (133)の ス ラ イ ド 操 作 に 応 じ て 、 水 平 操 作 ダ イ ア
ル (24)の 平 歯 車 (24a)に 係 脱 可 能 に 噛 合 す る 水 平 ロ ッ ク 部 材 (137)と 、 垂 直 操 作 ダ イ ア ル (2
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8)の 平 歯 車 (28a)に 係 脱 可 能 に 噛 合 す る 垂 直 ロ ッ ク 部 材 (136)と 具 え て い る 。 レ バ ー 部 材 (1
33)は 、 図 ２ ０ に 示 す 如 く 、 固 定 ベ ー ス (120)に 締 結 さ れ た 取 り 付 け 板 (139)に 取 り 付 け ら
れ て お り 、 図 中 に 実 線 で 示 す ロ ッ ク 解 除 位 置 と ２ 点 鎖 線 で 示 す ロ ッ ク 位 置 と の 間 で 、 前 記
光 軸 に 沿 っ て ス ラ イ ド 可 能 と な っ て い る 。 又 、 図 １ に 示 す 如 く 、 レ バ ー 部 材 (133)の ノ ブ
部 (134)が 、 ケ ー シ ン グ (１ )の 右 側 壁 か ら 露 出 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 レ ン ズ シ フ ト 機 構 (２ )を 用 い た 映 像 投 射 位 置 の 調 整 時 に は 、 レ バ ー 部 材 (133)は 前 記 ロ
ッ ク 解 除 位 置 に 設 定 さ れ る 。 調 整 完 了 後 、 レ バ ー 部 材 (133)の ノ ブ 部 (134)を 操 作 し て 、 レ
バ ー 部 材 (133)を 前 記 ロ ッ ク 位 置 ま で ス ラ イ ド さ せ る こ と に よ り 、 図 ２ １ に 示 す 水 平 ロ ッ
ク 部 材 (137)及 び 垂 直 ロ ッ ク 部 材 (136)が 、 レ ン ズ シ フ ト 機 構 (２ )を 構 成 す る 水 平 操 作 ダ イ
ア ル (24)及 び 垂 直 操 作 ダ イ ア ル (28)の 平 歯 車 (24a)(28a)に 噛 合 し て 、 両 操 作 ダ イ ア ル (24)
(28)の 回 転 操 作 が 不 能 と な る 。 こ れ に よ り 、 前 記 投 射 レ ン ズ 装 置 を 所 望 の 位 置 に 固 定 す る
こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 映 像 投 射 位 置 の 再 調 整 が 必 要 な 場 合 に は 、 レ バ ー 部 材 (133)の ノ ブ 部 (134)を 操 作 し て 、
レ バ ー 部 材 (133)を 前 記 ロ ッ ク 解 除 位 置 ま で ス ラ イ ド さ せ る こ と に よ り 、 図 ２ １ に 示 す 水
平 ロ ッ ク 部 材 (137)及 び 垂 直 ロ ッ ク 部 材 (136)が 、 レ ン ズ シ フ ト 機 構 (２ )を 構 成 す る 水 平 操
作 ダ イ ア ル (24)及 び 垂 直 操 作 ダ イ ア ル (28)の 平 歯 車 (24a)(28a)か ら 離 間 し て 、 両 操 作 ダ イ
ア ル (24)(28)の 回 転 操 作 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 図 ２ ２ (ａ )及 び 図 ２ ２ (ｂ )は 、 レ バ ー 部 材 (133)が 前 記 ロ ッ ク 位 置 及 び ロ ッ ク 解 除 位 置
に 設 定 さ れ た 状 態 に お け る 、 レ バ ー 部 材 (133)と 垂 直 ロ ッ ク 部 材 (136)の 相 対 位 置 関 係 を 示
し て い る 。
　 図 ２ ２ (ａ )及 び 図 ２ ２ (ｂ )に 示 す 如 く 、 垂 直 ロ ッ ク 部 材 (136)は 略 Ｌ 字 状 を 呈 し 、 前 記
光 軸 に 沿 う 回 転 軸 (136b)を 中 心 と し て 回 動 可 能 に 図 ２ ０ に 示 す 取 り 付 け 板 (139)に 取 り 付
け ら れ て い る 。 垂 直 ロ ッ ク 部 材 (136)の 一 端 に は 、 ギ ア 部 (136a)が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 垂 直 ロ ッ ク 部 材 (136)の 回 転 軸 (136b)に は 、 ト ー シ ョ ン バ ネ (141)が 巻 装 さ れ て お り 、 該
ト ー シ ョ ン バ ネ (141)の 一 端 が 取 り 付 け 板 (139)に 係 止 さ れ る と 共 に 、 他 端 が 垂 直 ロ ッ ク 部
材 (136)の ギ ア 部 (136a)の 背 面 に 掛 け ら れ て い る 。 ト ー シ ョ ン バ ネ (141)の 弾 性 復 帰 力 に よ
り 、 垂 直 ロ ッ ク 部 材 (136)に は 反 時 計 回 り の 回 動 力 が 作 用 し 、 該 回 動 力 に よ っ て 、 垂 直 ロ
ッ ク 部 材 (136)の ギ ア 部 (136a)は 、 垂 直 操 作 ダ イ ア ル (28)の 平 歯 車 (28a)に 接 近 す る 方 向 に
常 に 付 勢 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 レ バ ー 部 材 (133)が 前 記 ロ ッ ク 位 置 に 設 定 さ れ た 場 合 、 レ バ ー 部 材 (133)は 図 ２ ０ 中 ２ 点
鎖 線 で 示 す 如 く 、 前 記 光 軸 に 沿 っ て 後 方 側 に 位 置 し て い る 。 こ の 状 態 に お い て 、 レ バ ー 部
材 (133)の 先 端 部 (133a)は 、 図 ２ ２ (ａ )に 示 す 如 く 垂 直 ロ ッ ク 部 材 (136)か ら 離 間 し て い る
。 垂 直 ロ ッ ク 部 材 (136)の ギ ア 部 (136a)は 、 ト ー シ ョ ン バ ネ (141)の 付 勢 力 に よ っ て 、 垂 直
操 作 ダ イ ア ル (28)の 平 歯 車 (28a)に 噛 合 し 、 こ の 結 果 、 垂 直 操 作 ダ イ ア ル (28)の 回 転 操 作
が 不 能 と な る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 一 方 、 レ バ ー 部 材 (133)が 前 記 ロ ッ ク 解 除 位 置 に 設 定 さ れ た 場 合 、 レ バ ー 部 材 (133)は 図
２ ０ 中 に 実 線 で 示 す 如 く 、 前 記 光 軸 に 沿 っ て 前 方 側 に 位 置 し て い る 。 こ の 状 態 に お い て 、
図 ２ ２ (ｂ )に 示 す 如 く 、 レ バ ー 部 材 (133)の 先 端 部 (133a)が 垂 直 ロ ッ ク 部 材 (136)の 一 端 に
当 接 し 、 こ れ に よ っ て 、 垂 直 ロ ッ ク 部 材 (136)は 、 ト ー シ ョ ン バ ネ (141)の 付 勢 力 に 抗 し て
反 時 計 回 り に 回 動 す る こ と に な る 。
　 こ の 結 果 、 垂 直 ロ ッ ク 部 材 (136)の 他 端 に 形 成 さ れ た ギ ア 部 (136a)が 、 垂 直 操 作 ダ イ ア
ル (28)の 平 歯 車 (28a)か ら 離 間 し 、 こ の 結 果 、 垂 直 操 作 ダ イ ア ル (28)の 回 転 操 作 が 可 能 と
な る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
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　 又 、 図 ２ ３ (ａ )及 び 図 ２ ３ (ｂ )は 、 レ バ ー 部 材 (133)が 前 記 ロ ッ ク 位 置 及 び ロ ッ ク 解 除
位 置 に 設 定 さ れ た 状 態 に お け る 、 レ バ ー 部 材 (133)と 水 平 ロ ッ ク 部 材 (137)の 相 対 位 置 関 係
を 示 し て い る 。
　 図 ２ ３ (ａ )及 び 図 ２ ３ (ｂ )に 示 す 如 く 、 水 平 ロ ッ ク 部 材 (137)は 略 Ｌ 字 状 を 呈 し 、 鉛 直
方 向 に 沿 う 回 転 軸 (137b)を 中 心 と し て 回 動 可 能 に 、 図 ２ ０ に 示 す 取 り 付 け 板 (139)に 取 り
付 け ら れ て い る 。 水 平 ロ ッ ク 部 材 (137)の 一 端 に は 、 ギ ア 部 (137a)が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 水 平 ロ ッ ク 部 材 (137)の 回 転 軸 (137b)に は 、 ト ー シ ョ ン バ ネ (141)が 巻 装 さ れ て お り 、 該
ト ー シ ョ ン バ ネ (141)の 一 端 が 取 り 付 け 板 (139)に 係 止 さ れ る と 共 に 、 他 端 が 水 平 ロ ッ ク 部
材 (137)の ギ ア 部 (137a)の 背 面 に 掛 け ら れ て い る 。 ト ー シ ョ ン バ ネ (141)の 弾 性 復 帰 力 に よ
り 、 水 平 ロ ッ ク 部 材 (137)に は 反 時 計 回 り の 回 動 力 が 作 用 し 、 該 回 動 力 に よ っ て 、 水 平 ロ
ッ ク 部 材 (137)の ギ ア 部 (137a)は 、 水 平 操 作 ダ イ ア ル (24)の 平 歯 車 (24a)に 接 近 す る 方 向 に
常 に 付 勢 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 レ バ ー 部 材 (133)が 前 記 ロ ッ ク 位 置 に 設 定 さ れ た 場 合 、 レ バ ー 部 材 (133)は 図 ２ ０ 中 ２ 点
鎖 線 で 示 す 如 く 、 前 記 光 軸 に 沿 っ て 後 方 側 に 位 置 し て い る 。 こ の 状 態 に お い て 、 レ バ ー 部
材 (133)の 先 端 部 (133b)は 、 図 ２ ３ (ａ )に 示 す 如 く 水 平 ロ ッ ク 部 材 (137)か ら 離 間 し て い る
。 水 平 ロ ッ ク 部 材 (137)の ギ ア 部 (137a)は 、 ト ー シ ョ ン バ ネ (141)の 付 勢 力 に よ っ て 、 水 平
操 作 ダ イ ア ル (24)の 平 歯 車 (24a)に 噛 合 し 、 こ の 結 果 、 水 平 操 作 ダ イ ア ル (24)の 回 転 操 作
が 不 能 と な る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 一 方 、 レ バ ー 部 材 (133)が 前 記 ロ ッ ク 解 除 位 置 に 設 定 さ れ た 場 合 、 レ バ ー 部 材 (133)は 図
２ ０ 中 に 実 線 で 示 す 如 く 、 前 記 光 軸 に 沿 っ て 前 方 側 に 位 置 し て い る 。 こ の 状 態 に お い て 、
図 ２ ２ (ｂ )に 示 す 如 く 、 レ バ ー 部 材 (133)の 先 端 部 (133b)が 水 平 ロ ッ ク 部 材 (137)の 一 端 に
当 接 し 、 こ れ に よ っ て 、 水 平 ロ ッ ク 部 材 (137)は 、 ト ー シ ョ ン バ ネ (141)の 付 勢 力 に 抗 し て
時 計 回 り に 回 動 す る こ と に な る 。
　 こ の 結 果 、 水 平 ロ ッ ク 部 材 (137)の 他 端 に 形 成 さ れ た ギ ア 部 (137a)が 、 水 平 操 作 ダ イ ア
ル (24)の 平 歯 車 (24a)か ら 離 間 し 、 こ の 結 果 、 水 平 操 作 ダ イ ア ル (24)の 回 転 操 作 が 可 能 と
な る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 従 っ て 、 上 記 本 発 明 の 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 に よ れ ば 、 １ つ の レ バ ー 部 材 (133)の ス ラ
イ ド 操 作 に よ っ て 、 ２ つ の 操 作 ダ イ ア ル (24)(28)を 同 時 に 回 転 操 作 不 能 或 い は 回 転 操 作 可
能 に 設 定 す る こ と が 出 来 る ロ ッ ク 機 構 (140)を 、 簡 易 な 構 成 で 実 現 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 更 に 、 レ ン ズ シ フ ト 機 構 (２ )は 、 前 記 投 射 レ ン ズ 装 置 が 、 水 平 操 作 ダ イ ア ル (24)の 操 作
に よ っ て 図 １ ５ 中 に 実 線 で 示 す 水 平 方 向 の 中 心 位 置 に 至 っ た と き 、 水 平 操 作 ダ イ ア ル (24)
に 対 し て 一 定 の ク リ ッ ク 感 を 与 え る た め の 第 １ の ク リ ッ ク 感 付 与 機 構 (150)と 、 前 記 投 射
レ ン ズ 装 置 が 、 垂 直 操 作 ダ イ ア ル (24)の 操 作 に よ っ て 図 １ ６ 中 に 実 線 で 示 す 鉛 直 方 向 の 中
心 位 置 に 至 っ た と き 、 垂 直 操 作 ダ イ ア ル (24)の 操 作 に 対 し て 一 定 の ク リ ッ ク 感 を 与 え る た
め の 第 ２ の ク リ ッ ク 感 付 与 機 構 (151)と を 具 え て い る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 図 ２ ４ (ａ )及 び 図 ２ ４ (ｂ )に 示 す 如 く 、 第 １ の ク リ ッ ク 感 付 与 機 構 (150)は 、 水 平 駆 動
機 構 (22)を 構 成 す る 第 １ 伝 達 ギ ア (25)の 側 面 に 凹 設 さ れ た 第 １ の 渦 巻 き 状 溝 (150a)と 、 該
第 １ 伝 達 ギ ア (25)の 回 転 に 伴 っ て 、 第 １ の 渦 巻 き 状 溝 (150a)上 を 摺 動 す る 第 １ の 回 動 部 材
(135)と 、 該 第 １ の 回 動 部 材 (135)の 回 転 軸 (135a)に 巻 装 さ れ た ト ー シ ョ ン バ ネ (153)と か
ら 構 成 さ れ る 。
　 第 １ の 回 動 部 材 (135)は 、 該 第 １ の 回 動 部 材 (135)の 一 端 に 設 け ら れ た 鉛 直 方 向 に 沿 う 回
転 軸 (135a)を 中 心 と し て 回 動 可 能 に 、 図 ２ ０ に 示 す 取 り 付 け 板 (139)に 取 り 付 け ら れ て い
る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
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　 第 １ の 回 動 部 材 (135)の 他 端 に は 、 第 １ 伝 達 ギ ア (25)に 向 け て 突 出 す る 凸 部 (135b)が 形
成 さ れ て お り 、 該 凸 部 (135b)が 第 １ の 渦 巻 き 状 溝 (150a)に 係 合 し て い る 。 又 、 第 １ の 回 動
部 材 (135)に は 、 ト ー シ ョ ン バ ネ (153)の 弾 性 復 帰 力 に よ り 、 回 転 軸 (135a)を 中 心 と す る 時
計 回 り の 回 動 力 が 作 用 し て お り 、 こ れ に よ っ て 、 凸 部 (135b)は 、 第 １ の 渦 巻 き 状 溝 (150a)
の 内 周 側 の 壁 面 に 向 け て 付 勢 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 従 っ て 、 ユ ー ザ が 水 平 操 作 ダ イ ア ル (24)を 回 転 さ せ 、 こ れ に よ っ て 、 第 １ 伝 達 ギ ア (25)
が 回 転 す る と 、 第 １ の 回 動 部 材 (135)の 凸 部 (135b)は 、 第 １ の 渦 巻 き 状 溝 (150a)の 内 周 側
の 壁 面 に 摺 接 し つ つ 、 該 第 １ の 渦 巻 き 状 溝 (150a)上 を 摺 動 す る こ と に な る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 水 平 操 作 ダ イ ア ル (24)の 回 転 に よ っ て 、 前 記 投 射 レ ン ズ 装 置 が 、 図 １ ５ 中 に 実 線 で 示 す
水 平 方 向 の 中 心 位 置 に 至 る と 、 図 ２ ４ (ｂ )に 示 す 如 く 、 第 １ の 回 動 部 材 (135)の 凸 部 (135b
)は 、 ト ー シ ョ ン バ ネ (153)の 付 勢 力 に よ っ て 、 第 １ の 渦 巻 き 状 溝 (150a)の 内 周 側 の 壁 面 に
凹 設 さ れ た 凹 部 (150b)に 係 合 す る 。
　 そ し て 、 第 １ の 回 動 部 材 (135)の 凸 部 (135b)が 、 第 １ の 渦 巻 き 状 溝 (150a)の 凹 部 (150b)
に 係 合 す る 際 の 衝 突 に よ っ て 、 水 平 操 作 ダ イ ア ル (24)の 操 作 に 対 し て 一 定 の ク リ ッ ク 感 が
与 え ら れ る こ と に な る 。 又 、 こ の 状 態 か ら 水 平 操 作 ダ イ ア ル (24)を 更 に 回 転 さ せ る に は 、
ト ー シ ョ ン バ ネ (153)の 付 勢 力 に 抗 し て 、 第 １ の 回 動 部 材 (135)の 凸 部 (135b)を 第 １ の 渦 巻
き 状 溝 (150a)の 凹 部 (150b)か ら 離 脱 さ せ な け れ ば な ら ず 、 こ れ に よ っ て 、 水 平 操 作 ダ イ ア
ル (24)の 回 転 操 作 に 対 し て 一 定 の 抵 抗 力 が 付 与 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 図 ２ ５ (ａ )及 び 図 ２ ５ (ｂ )に 示 す 如 く 、 第 ２ の ク リ ッ ク 感 付 与 機 構 (151)は 、 垂 直 駆 動
機 構 (23)を 構 成 す る 第 ４ 伝 達 ギ ア (29)の 側 面 に 凹 設 さ れ た 第 ２ の 渦 巻 き 状 溝 (151a)と 、 該
第 ４ 伝 達 ギ ア (29)の 回 転 に 伴 っ て 、 第 ２ の 渦 巻 き 状 溝 (151a)上 を 摺 動 す る 第 ２ の 回 動 部 材
(138)と 、 該 第 ２ の 回 動 部 材 (138)に 時 計 回 り の 回 動 力 を 付 与 す る コ イ ル バ ネ (155)と か ら
構 成 さ れ る 。
　 第 ２ の 回 動 部 材 (138)は 略 Ｌ 字 状 を 呈 し 、 前 記 光 軸 方 向 に 沿 っ て 伸 び る 回 転 軸 (138a)を
中 心 と す る 回 動 可 能 に 、 図 １ ５ 及 び 図 １ ６ に 示 す 取 り 付 け 板 (139)に 取 り 付 け ら れ て い る
。 又 、 コ イ ル バ ネ (155)は 、 第 ２ の 回 動 部 材 (138)の 一 端 と 取 り 付 け 板 (139)と の 間 に 張 架
さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 図 ２ ５ (ａ )及 び 図 ２ ５ (ｂ )に 示 す 如 く 、 第 ２ の 回 動 部 材 (138)の 他 端 に は 、 第 ４ 伝 達 ギ
ア (29)に 向 け て 突 出 す る 凸 部 (138b)が 形 成 さ れ て お り 、 該 凸 部 (138b)が 第 ２ の 渦 巻 き 状 溝
(151a)に 係 合 し て い る 。 又 、 第 ２ の 回 動 部 材 (138)に は 、 コ イ ル バ ネ (155)の 弾 性 復 帰 力 に
よ り 、 回 転 軸 (138a)を 中 心 と す る 時 計 回 り の 回 動 力 が 作 用 し て お り 、 こ れ に よ っ て 、 凸 部
(138b)は 、 第 ２ の 渦 巻 き 状 溝 (151a)の 内 周 側 の 壁 面 に 向 け て 付 勢 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 従 っ て 、 ユ ー ザ が 垂 直 操 作 ダ イ ア ル (28)を 回 転 さ せ 、 こ れ に よ っ て 、 第 ４ 伝 達 ギ ア (29)
が 回 転 す る と 、 第 ２ の 回 動 部 材 (138)の 凸 部 (138b)は 、 第 ２ の 渦 巻 き 状 溝 (151a)の 内 周 側
の 壁 面 に 摺 接 し つ つ 、 該 第 ２ の 渦 巻 き 状 溝 (151a)上 を 摺 動 す る こ と に な る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 垂 直 操 作 ダ イ ア ル (28)の 回 転 に よ っ て 、 前 記 投 射 レ ン ズ 装 置 が 、 図 １ ６ 中 に 実 線 で 示 す
鉛 直 方 向 の 中 心 位 置 に 至 る と 、 図 ２ ５ (ｂ )に 示 す 如 く 、 第 ２ の 回 動 部 材 (138)の 凸 部 (138b
)は 、 コ イ ル バ ネ (155)の 付 勢 力 に よ っ て 、 第 ２ の 渦 巻 き 状 溝 (151a)の 内 周 側 の 壁 面 に 凹 設
さ れ た 凹 部 (151b)に 係 合 す る 。
　 そ し て 、 第 ２ の 回 動 部 材 (138)の 凸 部 (138b)が 、 第 ２ の 渦 巻 き 状 溝 (151a)の 凹 部 (151b)
に 係 合 す る 際 の 衝 突 に よ っ て 、 垂 直 操 作 ダ イ ア ル (28)の 操 作 に 対 し て 一 定 の ク リ ッ ク 感 が
与 え ら れ る こ と に な る 。 又 、 こ の 状 態 か ら 垂 直 操 作 ダ イ ア ル (28)を 更 に 回 転 さ せ る に は 、
コ イ ル バ ネ (155)の 付 勢 力 に 抗 し て 、 第 ２ の 回 動 部 材 (138)の 凸 部 (138b)を 第 ２ の 渦 巻 き 状
溝 (151a)の 凹 部 (151b)か ら 離 脱 さ せ な け れ ば な ら ず 、 こ れ に よ っ て 、 垂 直 操 作 ダ イ ア ル (2
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8)の 回 転 操 作 に 対 し て 、 一 定 の 抵 抗 力 が 付 与 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 上 記 本 発 明 の 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 に よ れ ば 、 ユ ー ザ は 、 レ ン ズ シ フ ト 機 構 (２ )に よ る
映 像 投 射 位 置 の 調 整 時 に 、 両 操 作 ダ イ ア ル (24)(28)の ク リ ッ ク 感 に よ っ て 、 投 射 映 像 の 明
る さ が 最 大 と な る 水 平 方 向 及 び 鉛 直 方 向 の 中 心 位 置 を 認 識 す る こ と が 出 来 る 。 こ れ に よ り
、 水 平 方 向 及 び 鉛 直 方 向 の 中 心 位 置 を 基 準 と し て 、 映 像 投 射 位 置 を 調 整 す る こ と が 出 来 、
こ の 結 果 、 映 像 投 射 位 置 の 調 整 が 従 来 よ り も 容 易 と な る 。
【 ０ １ ０ ８ 】

　 図 ２ に 示 す 如 く 、 光 源 と な る ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )は 、 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)の 左 端 部 に
取 り 付 け ら れ て い る 。
　 図 ２ ６ に 示 す 如 く 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )は 、 楕 円 面 状 の 反 射 面 を 有 す る リ フ レ ク タ (71)
を 矩 形 状 の 枠 体 (72)に 接 合 し て 構 成 さ れ 、 図 ３ ４ に 示 す 如 く 、 リ フ レ ク タ (71)の 焦 点 位 置
に は 、 光 源 と な る ラ ン プ バ ル ブ (170)が 配 備 さ れ て い る 。 ラ ン プ バ ル ブ (170)は 、 円 柱 状 の
ガ ラ ス 管 (171)の 内 部 に 発 光 体 を 封 止 し て 構 成 さ れ 、 該 発 光 体 が 封 入 さ れ た 発 光 部 (172)は
球 状 を 呈 し て い る 。
　 図 ２ ６ 及 び 図 ２ ７ に 示 す 如 く 、 枠 体 (72a)は 矩 形 状 の 開 口 (72a)を 有 し 、 該 開 口 (72a)に
は 、 凹 レ ン ズ (80)が 嵌 め 込 ま れ て い る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 図 ３ ５ (ａ )に 示 す 如 く 、 凹 レ ン ズ (80)は 光 出 射 側 の 表 面 に 凹 面 (80a)を 有 し 、 図 ３ ５ (ｂ
)に 示 す 如 く 、 凹 レ ン ズ (80)の 光 入 射 側 の 表 面 に は 、 中 央 部 に の み 凹 部 (80b)が 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 図 ３ に 示 す 如 く 、 ケ ー シ ン グ (１ )の 左 後 端 部 に は 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )を 冷 却 す る た め
の ラ ン プ 冷 却 フ ァ ン (190)が 配 備 さ れ て い る 。 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の ラ ン プ 冷 却 フ ァ ン (19
0)側 の 側 部 に は 、 図 ２ ６ 及 び 図 ２ ７ に 示 す 如 く 、 ラ ン プ 冷 却 フ ァ ン (190)か ら 取 り 込 ま れ
た 空 気 を 図 ３ ４ に 示 す ラ ン プ バ ル ブ (170)に 向 け て 導 入 す る た め の ３ つ の 空 気 導 入 口 (74a)
(73)(74b)が 形 成 さ れ て い る 。 又 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の 反 対 側 の 側 部 に は 、 ３ つ の 空 気
導 入 口 (74a)(73)(74b)か ら 導 入 さ れ た 空 気 を 排 出 す る た め の 空 気 排 出 口 (75)が 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 と こ ろ で 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )は 、 長 期 使 用 に よ り そ の 性 能 が 劣 化 す る た め 、 ユ ー ザ 交
換 部 品 と な っ て い る 。 こ の た め 、 簡 単 に 取 り 付 け ／ 取 り 外 し が 出 来 る 様 な ラ ン プ ユ ニ ッ ト
(７ )の 取 り 付 け 構 造 が 必 要 と な る 。
　 又 、 仮 に 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )が 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)に 対 し て 傾 斜 し て 取 り 付 け ら れ
た 場 合 に は 、 投 射 映 像 の 明 る さ が 低 下 し て し ま う た め 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の 取 り 付 け ／
取 り 外 し を 簡 単 に 行 な う こ と が 出 来 、 然 も ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )を 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)に
対 す る 所 定 位 置 に 確 実 に 位 置 決 め す る こ と が 出 来 る ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の 取 り 付 け 構 造 が
必 要 と な る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 本 発 明 の プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 に お い て 、 図 ２ ９ に 示 す 如 く 、 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)内 に 配
備 さ れ た 前 記 光 学 系 (３ )の 光 軸 に 直 交 す る 平 面 に 沿 っ て ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )を ス ラ イ ド さ
せ る こ と に よ り 、 該 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)の 左 端 部 に 対 す る 着 脱 が
可 能 と な っ て い る 。
　 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)の 左 端 部 の 上 壁 及 び 下 壁 に は 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )を 位 置 決 め す
る た め の ２ つ の 位 置 決 め 孔 (330a)(330b)及 び ２ 本 の 位 置 決 め ピ ン (331)(331)が 設 け ら れ て
い る 。 ２ つ の 位 置 決 め 孔 (330a)(330b)及 び ２ 本 の 位 置 決 め ピ ン (331)(331)は 、 ラ ン プ ユ ニ
ッ ト (７ )か ら 出 射 さ れ る 光 の 光 軸 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 所 定 の 間 隔 を 隔 て て 並 設 さ れ て
い る 。
【 ０ １ １ ３ 】
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ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )



　 図 ２ ８ 及 び 図 ２ ９ に 示 す 如 く 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の 枠 体 (72)の 上 面 に は 、 光 学 系 保 持
ケ ー ス (30)の ２ つ の 位 置 決 め 孔 (330a)(330b)に 嵌 ま る ２ 本 の 嵌 合 ピ ン (76)(76)が 、 上 方 に
向 け て 突 設 さ れ る と 共 に 、 図 ２ ６ 及 び 図 ２ ７ に 示 す 如 く 、 枠 体 (72)の 下 端 部 に は 、 ２ つ の
嵌 合 孔 (77)(77)が 開 設 さ れ 、 両 嵌 合 孔 (77)(77)に 図 ２ ９ に 示 す 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)の ２
本 の 位 置 決 め ピ ン (331)(331)が 嵌 め 込 ま れ る こ と に な る 。
　 尚 、 各 嵌 合 ピ ン (76)の 外 径 は ５ ｍ ｍ 、 位 置 決 め 孔 (330a)(330b)の 内 径 は ５ .１ ｍ ｍ 、 位
置 決 め ピ ン (331)の 外 径 は ４ ｍ ｍ 、 嵌 合 孔 (77)の 内 径 は ４ .１ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 又 、 図 ２ ９ 及 び 図 ３ ０ に 示 す 如 く 、 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)の 左 端 部 に は 、 板 金 製 の 矩 形
枠 状 の 板 バ ネ 部 材 (340)が 取 り 付 け ら れ て い る 。 図 ３ ０ に 示 す 如 く 、 板 バ ネ 部 材 (340)は 、
上 側 の 両 端 部 に 開 設 さ れ た フ ッ ク 孔 (341)(341)が 、 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)の 両 側 壁 の 内 面
に 突 設 さ れ た フ ッ ク 部 (333)(333)に 係 合 す る と 共 に 、 下 側 の 両 端 部 に 設 け ら れ た Ｌ 字 状 の
屈 曲 部 (346)(346)が 、 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)の 下 端 部 に 凹 設 さ れ た ス リ ッ ト 溝 (335)に 挿
入 さ れ た 状 態 で 、 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)の 左 端 部 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 板 バ ネ 部 材 (340)は 、 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)の 左 端 部 の 端 面 (334)に 当 接 す る 第 １ 平 坦 部
(345)と 、 該 第 １ 平 坦 部 (345)か ら ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )に 向 け て 突 出 し た 第 ２ 平 坦 部 (344)
と 、 第 １ 平 坦 部 (345)と 第 ２ 平 坦 部 (344)の 間 を 繋 ぐ 傾 斜 部 (342)(343)と を 有 し て い る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )を 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)に 取 り 付 け る 場 合 に は 、 図 ２ ９ に 示 す 如 く
、 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)の 下 方 側 か ら 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の 枠 体 (72)に 形 成 さ れ た ２ 本
の 嵌 合 ピ ン (76)(76)を 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)の ２ つ の 位 置 決 め 孔 (330a)(330b)に 挿 入 す る
。
【 ０ １ １ ７ 】
　 図 ２ ６ 、 図 ２ ７ 及 び 図 ２ ９ に 示 す 如 く 、 枠 体 (72)の ２ 本 の 嵌 合 ピ ン (76)(76)の 先 端 部 (7
6a)(76a)に は 、 テ ー パ 加 工 が 施 さ れ て お り 、 こ れ に よ っ て 、 ２ 本 の 嵌 合 ピ ン (76)(76)は 先
細 形 状 を 呈 し て い る 。 更 に 、 図 ３ ２ (ａ )及 び 図 ３ ２ (ｂ )に 示 す 如 く 、 光 学 系 保 持 ケ ー ス (3
0)の ２ つ の 位 置 決 め 孔 (330a)(330b)の 内 、 一 方 の 位 置 決 め 孔 (330a)は 、 前 記 光 軸 方 向 と は
直 交 す る 方 向 に 長 い 長 孔 形 状 を 呈 し て い る の で 、 枠 体 (72)の ２ 本 の 嵌 合 ピ ン (76)(76)を 光
学 系 保 持 ケ ー ス (30)の ２ つ の 位 置 決 め 孔 (330a)(330b)に 容 易 に 挿 入 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 図 ３ ２ (ａ )は 、 枠 体 (72)の ２ 本 の 嵌 合 ピ ン (76)(76)の 先 端 部 (76a)(76a)が 、 光 学 系 保 持
ケ ー ス (30)の ２ つ の 位 置 決 め 孔 (330a)(330b)に 挿 入 さ れ た 状 態 を 示 し て お り 、 図 ３ ３ (ａ )
は 、 こ の 状 態 に お け る 板 バ ネ 部 材 (340)の 変 形 状 態 を 示 し て い る 。 こ の 状 態 に お い て 、 枠
体 (72)の 端 面 (72b)は 、 板 バ ネ 部 材 (340)の 第 ２ 平 坦 部 (344)に 摺 接 し て い る に 過 ぎ ず 、 板
バ ネ 部 材 (340)に 変 形 は 生 じ て い な い 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 こ の 状 態 か ら 更 に ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )を 挿 入 す る と 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の 先 端 部 が 光
学 系 保 持 ケ ー ス (30)の 上 壁 の 下 面 に 当 接 し て 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )が 受 け 止 め ら れ る と 共
に 、 図 ２ ９ に 示 す ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の 枠 体 (72)の 下 端 部 に 形 成 さ れ た ２ つ の 嵌 合 孔 (77)
(77)が 、 図 ２ ９ 及 び 図 ３ ０ に 示 す 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)の ２ 本 の 位 置 決 め ピ ン (331)(331)
に 嵌 合 し 、 図 ２ ８ に 示 す 如 く 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )が 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)の 左 端 部 に 取
り 付 け ら れ る こ と に な る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 図 ３ １ 及 び 図 ３ ２ (ｂ )は 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )が 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)の 左 端 部 に 取 り
付 け ら れ た 状 態 を 示 し て お り 、 図 ３ ３ (ｂ )は 、 こ の 状 態 に お け る 板 バ ネ 部 材 (340)の 変 形
状 態 を 示 し て い る 。
　 こ の 状 態 に お い て 、 枠 体 (72)の 端 面 (72b)は 、 図 ３ １ 及 び 図 ３ ３ (ｂ )に 示 す 如 く 、 板 バ
ネ 部 材 (340)の 第 ２ 平 坦 部 (344)を 押 圧 し 、 こ れ に よ っ て 板 バ ネ 部 材 (340)は 、 枠 体 (72)の
端 面 (72b)と 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)の 端 面 (334)の 間 で 狭 圧 さ れ 、 板 バ ネ 部 材 (340)に は 、
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弾 性 変 形 が 生 じ る こ と に な る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 こ の 板 バ ネ 部 材 (340)の 弾 性 復 帰 力 に よ っ て 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )は 、 光 学 系 保 持 ケ ー
ス (30)か ら 離 間 す る 方 向 に 押 圧 さ れ る 。 こ こ で 、 嵌 合 ピ ン (76)は 円 柱 状 を 呈 し 、 第 １ 位 置
決 め 孔 (330b)は 円 形 を 呈 し て い る の で 、 両 者 の 係 合 に よ る 芯 出 し 効 果 に よ っ て 、 嵌 合 ピ ン
(76)は 、 そ の 中 心 軸 と 第 １ 位 置 決 め 孔 (330b)の 中 心 と が 前 記 光 軸 に 平 行 な 一 直 線 上 に 並 ぶ
位 置 に 移 動 す る こ と に な る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 こ の 結 果 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )は 、 図 ３ ２ (ｂ )に 示 す 如 く 、 前 記 光 軸 に 沿 う 方 向 に お い
て は 、 枠 体 (72)の 各 嵌 合 ピ ン (76)(76)の 外 周 面 が 光 学 系 保 持 ケ ー ス (30)の 各 位 置 決 め 孔 (3
30a)(330b)の ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )側 の 端 縁 に 当 接 し た 位 置 、 前 記 光 軸 に 直 交 す る 方 向 に お
い て は 、 下 側 の 嵌 合 ピ ン (76)の 中 心 軸 と 下 側 の 位 置 決 め 孔 (330b)の 中 心 と が 光 軸 に 平 行 な
一 直 線 上 に 並 ん だ 位 置 に 位 置 決 め さ れ る こ と に な る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 上 述 の ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の 取 り 付 け 構 造 に よ れ ば 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の 交 換 を ユ ー
ザ が 容 易 に 行 な う こ と が 可 能 で あ り 、 且 つ ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )を 高 い 精 度 で 装 置 に 組 み 付
け る こ と が 出 来 る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 と こ ろ で 、 図 ３ ４ に 示 す ラ ン プ バ ル ブ (170)の 発 光 時 に 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の 鉛 直 方 向
上 側 の 温 度 は 下 側 の 温 度 よ り も 高 く な り 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の 上 下 で 温 度 差 が 生 じ る こ
と が 知 ら れ て い る 。 こ の 上 下 の 温 度 差 は 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の 発 光 部 (172)で 最 大 と な る
。 ラ ン プ バ ル ブ (170)の 性 能 を 十 分 に 引 き 出 す た め に は 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の 温 度 を 一 定
の 温 度 以 下 に 維 持 す る と 共 に 、 前 記 上 下 の 温 度 差 が 一 定 の 範 囲 内 に 収 ま る よ う に ラ ン プ バ
ル ブ (170)を 冷 却 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 図 ３ ９ (ａ )は 、 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 が 、 図 １ に 示 す 設 置 姿 勢 に て 設 置 さ れ た 場 合 に お
け る ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )内 の 空 気 の 流 れ を 示 し て い る 。
　 図 ３ ９ (ａ )に 示 す 如 く 、 ラ ン プ 冷 却 フ ァ ン (190)か ら 取 り 込 ま れ た 空 気 を ラ ン プ バ ル ブ (
170)に 向 け て 導 入 す る た め の ３ つ の 空 気 導 入 口 (74a)(73)(74b)の 内 、 第 １ 空 気 導 入 口 (74a
)及 び 第 ２ 空 気 導 入 口 (74a)は 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の 中 心 軸 を 通 り 且 つ ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７
)の 側 壁 と 直 交 す る 平 面 を 挟 ん で 両 側 に 形 成 さ れ 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の 発 光 部 (172)に 向
け て 開 口 し て い る 。 第 ３ 空 気 導 入 口 (73)は 、 第 １ 空 気 導 入 口 (74a)と 第 ２ 空 気 導 入 口 (74a)
と の 間 に 形 成 さ れ 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の ガ ラ ス 管 (171)の 先 端 に 向 け て 開 口 し て い る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 従 っ て 、 図 ３ に 示 す ラ ン プ 冷 却 フ ァ ン (190)か ら 取 り 込 ま れ た 空 気 は 、 第 １ 空 気 導 入 口 (
74a)と 第 ２ 空 気 導 入 口 (74a)と の 間 に 介 在 す る ラ ン プ ユ ニ ッ ト (４ )の 側 壁 の 一 部 に よ っ て
強 制 的 に 分 流 さ れ 、 第 １ 空 気 導 入 口 (74a)か ら 導 入 さ れ た 空 気 は 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の 発
光 部 (172)の 上 側 を 流 れ 、 第 ２ 空 気 導 入 口 (74b)か ら 導 入 さ れ た 空 気 は 、 ラ ン プ バ ル ブ (170
)の 発 光 部 (172)の 下 側 を 流 れ る こ と に な る 。 又 、 第 ３ 空 気 導 入 口 (73)か ら 導 入 さ れ た 空 気
は 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の 先 端 に 向 か っ て 流 れ る こ と に な る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 と こ ろ で 、 本 発 明 の 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 は 、 本 発 明 の 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 は 、 取 り
付 け 金 具 に よ り 、 図 １ に 示 す 底 面 を 取 り 付 け 面 と し て 天 井 や ス ク リ ー ン に 対 向 す る 垂 直 壁
に 取 り 付 け る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
　 又 、 本 発 明 の 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 は 、 設 置 姿 勢 に 拘 わ ら ず ス ク リ ー ン に は 正 常 な 向 き
で 映 像 を 映 し 出 す こ と が 出 来 る 様 に 、 投 射 す べ き 画 像 を １ ８ ０ 度 回 転 さ せ る 機 能 及 び 上 下
に 反 転 さ せ る 機 能 を 有 し て い る 。
　 天 井 か ら 吊 り 下 げ て 設 置 し た 場 合 、 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 の 姿 勢 は 、 図 １ に 示 す 設 置 姿
勢 と は 天 地 逆 転 す る こ と と な る た め 、 投 射 画 像 を １ ８ ０ 度 回 転 さ せ る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
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　 又 、 ス ク リ ー ン に 対 向 す る 垂 直 壁 に 取 り 付 け る 場 合 、 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 は 、 図 １ に
示 す 投 射 レ ン ズ (20)を 鉛 直 方 向 上 側 或 い は 下 側 に 向 け た 状 態 で 設 置 さ れ る 。 そ し て 、 投 射
レ ン ズ (20)か ら 投 射 さ れ る 映 像 光 の 光 軸 に 対 し て 、 ４ ５ 度 の 傾 斜 角 度 で ミ ラ ー を 配 置 す る
こ と に よ り 、 映 像 を 前 方 に 向 け て 投 射 す る こ と が 出 来 る 様 に な っ て い る 。 投 射 レ ン ズ (20)
を 鉛 直 方 向 下 側 に 向 け て 設 置 し た 場 合 に は 、 投 射 画 像 を 上 下 に 反 転 さ せ る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 図 ３ ９ (ｂ )は 、 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 が 、 天 井 か ら 吊 り 下 げ ら れ た 状 態 に お け る ラ ン プ
ユ ニ ッ ト (７ )内 の 空 気 の 流 れ を 示 し て い る 。
　 こ の 設 置 状 態 に お い て 、 図 ３ に 示 す ラ ン プ 冷 却 フ ァ ン (190)か ら 取 り 込 ま れ た 空 気 は 、
第 １ 空 気 導 入 口 (74a)と 第 ２ 空 気 導 入 口 (74a)と の 間 に 介 在 す る ラ ン プ ユ ニ ッ ト (４ )の 側 壁
の 一 部 に よ っ て 強 制 的 に 分 流 さ れ 、 第 １ 空 気 導 入 口 (74a)か ら 導 入 さ れ た 空 気 は 、 ラ ン プ
バ ル ブ (170)の 発 光 部 (172)の 下 側 を 流 れ 、 第 ２ 空 気 導 入 口 (74b)か ら 導 入 さ れ た 空 気 は 、
ラ ン プ バ ル ブ (170)の 発 光 部 (172)の 上 側 を 流 れ る こ と に な る 。 又 、 第 ３ 空 気 導 入 口 (73)か
ら 導 入 さ れ た 空 気 は 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の 先 端 に 向 か っ て 流 れ る こ と に な る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 図 ３ ９ (ｃ )及 び 図 ３ ９ (ｄ )は 、 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 が 前 記 垂 直 壁 に 取 り 付 け ら れ た 状
態 に お け る ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )内 の 空 気 の 流 れ を 示 し て い る 。
　 こ の 設 置 状 態 に お い て 、 図 ３ に 示 す ラ ン プ 冷 却 フ ァ ン (190)か ら 取 り 込 ま れ た 空 気 は 、
第 １ 空 気 導 入 口 (74a)と 第 ２ 空 気 導 入 口 (74a)と の 間 に 介 在 す る ラ ン プ ユ ニ ッ ト (４ )の 側 壁
の 一 部 に よ っ て 強 制 的 に 分 流 さ れ 、 第 １ 空 気 導 入 口 (74a)及 び 第 ２ 空 気 導 入 口 (74b)か ら 導
入 さ れ た 空 気 は 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の 発 光 部 (172)の 左 右 両 側 を 流 れ る こ と に な る 。 又 、
第 ３ 空 気 導 入 口 (73)か ら 導 入 さ れ た 空 気 は 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の 先 端 に 向 か っ て 流 れ る
こ と に な る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 従 っ て 、 上 述 の ４ 通 り の 何 れ の 設 置 姿 勢 に お い て も 、 図 ３ に 示 す ラ ン プ 冷 却 フ ァ ン (190
)か ら 取 り 込 ま れ た 空 気 が 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の 発 光 部 (172)の 鉛 直 方 向 下 側 の 面 に 垂 直
の 角 度 で 吹 き 付 け ら れ る こ と は な い 。 こ れ に よ り 、 温 度 の 低 い ラ ン プ バ ル ブ (170)の 発 光
部 (172)の 鉛 直 方 向 下 側 が 過 冷 却 状 態 と な る こ と が 防 止 さ れ 、 こ の 結 果 、 装 置 の 設 置 姿 勢
に 拘 わ ら ず 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の 発 光 部 (172)の 鉛 直 方 向 上 側 と 鉛 直 方 向 下 側 と の 温 度 差
を 一 定 範 囲 内 に 収 め る こ と が 出 来 る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 又 、 図 ３ ６ 乃 至 図 ３ ８ に 示 す 如 く 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )に は 、 光 漏 れ を 防 止 す べ く 、 ラ
ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の 周 囲 を 覆 う 覆 い 部 材 (184)が 取 り 付 け ら れ て お り 、 図 ３ ７ に 示 す 如 く
、 覆 い 部 材 (184)の 片 側 の 側 壁 に は 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の ３ つ の 空 気 導 入 口 (74a)(73)(7
4b)と の 対 向 位 置 に 第 １ の 開 口 (186)が 開 設 さ れ て い る 。 又 、 図 ３ ７ に 示 す 如 く 、 覆 い 部 材
(184)の 反 対 側 の 側 壁 に は 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の 空 気 排 出 口 (75)と の 対 向 位 置 に 第 ２ の
開 口 (187)が 開 設 さ れ る と 共 に 、 該 第 ２ の 開 口 (187)か ら 排 出 さ れ る 空 気 の 流 路 を 構 成 す る
流 路 ハ ウ ジ ン グ (180)が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 図 ３ ６ 及 び 図 ３ ８ に 示 す 如 く 、 流 路 ハ ウ ジ ン グ (180)の 側 壁 に は 、 ス リ ッ ト 状 の 貫 通 孔 (
181)が 、 流 路 ハ ウ ジ ン グ (180)内 を 流 れ る 空 気 の 流 れ に 交 叉 し て 形 成 さ れ る と 共 に 、 図 ３
７ 及 び 図 ３ ８ に 示 す 如 く 、 流 路 ハ ウ ジ ン グ (180)の 終 端 に は 、 多 孔 質 体 か ら な る エ ア フ ィ
ル タ (182)が 取 り 付 け ら れ て い る 。 図 ３ ７ に 示 す ラ ン プ バ ル ブ (170)は 、 長 期 使 用 に よ っ て
破 裂 す る こ と が あ り 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の 破 裂 時 に は 、 該 ラ ン プ バ ル ブ (170)内 に 封 入 さ
れ て い た ガ ス が 排 出 さ れ る こ と に な る 。 エ ア フ ィ ル タ (182)は 、 前 記 ガ ス に 含 ま れ る 微 粒
子 を 吸 着 す る 機 能 を 有 し て お り 、 こ れ に よ っ て 、 前 記 ガ ス に 含 ま れ る 微 粒 子 の 装 置 外 部 へ
の 排 出 が 防 止 さ れ る 。 尚 、 エ ア フ ィ ル タ (182)と し て は 、 Ｈ Ｅ Ｐ Ａ (Ｈ ｉ ｇ ｈ 　 Ｅ ｆ ｆ ｉ ｃ
ｉ ｅ ｎ ｃ ｙ 　 Ｐ ａ ｒ ｔ ｉ ｃ ｕ ｌ ａ ｔ ｅ 　 Ａ ｉ ｒ )フ ィ ル タ を 用 い て い る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 図 ４ ０ (ａ )は 、 通 常 使 用 時 に お け る 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)を 冷 却 す る 空 気 の 流 れ を 示 し
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て い る 。 図 ４ ０ (ａ )に 示 す 如 く 、 ラ ン プ 冷 却 フ ァ ン (190)か ら 取 り 込 ま れ た 空 気 は 、 ラ ン
プ ユ ニ ッ ト (７ )の ３ つ の 空 気 導 入 口 (74a)(73)(74b)を 通 し て 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の 内 部
に 導 入 さ れ る 。 ラ ン プ バ ル ブ (170)を 冷 却 し て 高 温 と な っ た 空 気 は 、 反 対 側 の 空 気 排 出 口 (
75)を 通 し て 、 流 路 ハ ウ ジ ン グ (180)内 の 流 路 を 流 れ る こ と に な る 。
　 こ こ で 、 高 温 と な っ た 空 気 は 、 流 路 ハ ウ ジ ン グ (180)の 終 端 へ 向 か う こ と に な る が 、 該
空 気 の 流 速 は エ ア フ ィ ル タ (182)を 通 過 で き る 程 大 き な も の で は な く 、 エ ア フ ィ ル タ (182)
に よ り 通 過 が 阻 止 さ れ た 高 温 の 空 気 は 、 排 気 フ ァ ン (191)の 吸 引 に よ り 貫 通 孔 (181)を 通 っ
て 流 路 ハ ウ ジ ン グ (180)の 外 部 に 排 出 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 こ れ に 対 し 、 図 ４ ０ (ｂ )は 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の 破 裂 時 に お け る ラ ン プ バ ル ブ (170)内
に 封 入 さ れ て い た ガ ス の 流 れ を 示 し て い る 。
　 前 記 ガ ス は 、 高 圧 状 態 で ラ ン プ バ ル ブ (170)内 に 封 入 さ れ て い る の で 、 ラ ン プ バ ル ブ (17
0)の 破 裂 の 瞬 間 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の リ フ レ ク タ (71)の 内 側 及 び 流 路 ハ ウ ジ ン グ (180)
の 内 圧 は 、 急 激 に 上 昇 す る こ と に な る 。 こ れ に よ っ て 、 前 記 ガ ス が 流 路 ハ ウ ジ ン グ (180)
内 の 流 路 に 吹 き 出 す こ と に な る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 こ こ で 、 前 記 ガ ス は 流 速 が 大 き い た め 、 流 路 ハ ウ ジ ン グ (180)内 の 流 路 に 沿 っ て 流 れ る
こ と と な り 、 該 流 路 ハ ウ ジ ン グ (180)内 の 流 路 に 対 し て 交 叉 す る 方 向 に 形 成 さ れ た 貫 通 孔 (
181)か ら 流 路 ハ ウ ジ ン グ (180)の 外 部 へ 排 出 さ れ る 前 記 ガ ス の 量 は 僅 か な も の と な る 。 こ
の 結 果 、 前 記 ガ ス の 大 部 分 は 、 流 路 ハ ウ ジ ン グ (180)内 の 流 路 の 終 端 、 即 ち エ ア フ ィ ル タ (
182)へ 向 か っ て 流 れ る こ と と な る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 又 、 前 記 ガ ス は 、 高 い 圧 力 を 有 し て い る の で 、 エ ア フ ィ ル タ (182)に よ り 通 過 が 阻 止 さ
れ る こ と は な く 、 該 ガ ス が エ ア フ ィ ル タ (182)を 通 過 す る 過 程 で 、 該 ガ ス に 含 ま れ る 微 粒
子 は 、 エ ア フ ィ ル タ (182)に 吸 着 さ れ る こ と に な る 。 こ の 結 果 、 浄 化 さ れ た ガ ス が 流 路 ハ
ウ ジ ン グ (180)の 終 端 か ら 該 流 路 ハ ウ ジ ン グ (180)の 外 部 に 排 出 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )に よ れ ば 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)に 対 す る 冷 却 効 率
を 損 な う こ と な く 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)内 に 封 入 さ れ た ガ ス に 含 ま れ る 微 粒 子 が 、 ラ ン プ
バ ル ブ (170)の 破 裂 時 に 装 置 外 部 へ 排 出 さ れ る こ と を 防 止 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 上 述 の 如 く 、 本 発 明 の 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 は 、 図 ３ ４ に 示 す ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )を 構
成 す る リ フ レ ク タ と し て 、 楕 円 面 状 の リ フ レ ク タ (71)を 採 用 し て い る 。 従 来 の 液 晶 プ ロ ジ
ェ ク タ 装 置 に お い て は 、 放 物 面 状 の リ フ レ ク タ を 有 す る ラ ン プ ユ ニ ッ ト が 用 い ら れ て い た
が 、 楕 円 面 状 の リ フ レ ク タ (71)を 有 す る ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )は 、 放 物 面 状 の リ フ レ ク タ を
有 す る ラ ン プ ユ ニ ッ ト に 比 べ て 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )か ら 出 射 さ れ る 光 の 幅 を 小 さ く す る
こ と が 出 来 、 こ れ に よ っ て 装 置 の 小 型 化 を 図 る こ と が 出 来 る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 又 、 本 発 明 の 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 は 、 図 ５ に 示 す 如 く 、 ２ つ の イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ
(31)(32)を 用 い た イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ 照 明 系 を 採 用 し て い る た め 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )
か ら 出 射 さ れ る 光 を 平 行 光 と す べ く 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の 前 面 に は 、 図 ３ ４ に 示 す 如 く
、 光 出 射 側 の 表 面 に 凹 面 (80a)を 有 す る 凹 レ ン ズ (80)が 取 り 付 け ら れ 、 図 ３ ５ (ｂ )に 示 す
如 く 、 該 凹 レ ン ズ (80)の 光 入 射 側 の 表 面 に は 、 中 央 部 に の み 凹 部 (80b)が 形 成 さ れ て い る
。 尚 、 凹 レ ン ズ (80)の 有 効 径 は ３ ７ ｍ ｍ 、 焦 点 距 離 は ９ ９ ｍ ｍ で あ る 。 又 、 凹 部 (80b)の
有 効 径 は １ ０ ｍ ｍ 、 焦 点 距 離 は ４ ８ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 図 ４ １ に 示 す 如 く 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の 凹 レ ン ズ (80)か ら 出 射 さ れ た 光 は 、 第 １ イ ン
テ グ レ ー タ レ ン ズ (31)を 構 成 す る 各 セ ル (31a)を 通 し て 、 該 各 セ ル (31a)に 対 応 す る 第 ２ イ
ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)の 各 セ ル (32a)に 結 像 さ れ 、 ス リ ッ ト 板 (33)を 通 し て 偏 光 ビ ー ム
ス プ リ ッ タ (34)へ 至 る 。
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　 図 ４ ３ (ａ )は 、 計 算 機 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ っ て 求 め た 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ (34)に 結
像 さ れ る ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の ア ー ク 像 を 示 し て お り 、 図 ４ ３ (ｂ )は 、 本 発 明 の 凹 レ ン ズ
(80)の 代 わ り に 、 光 入 射 側 の 表 面 に 凹 部 (80b)が 形 成 さ れ て い な い 従 来 の 凹 レ ン ズ を 用 い
た 場 合 に 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ (34)に 結 像 さ れ る ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の ア ー ク 像 を 示 し て
い る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 照 明 系 と し て 、 楕 円 面 状 の リ フ レ ク タ (71)を 有 す る ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )を 用 い た 場 合 、
ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の 発 光 部 (172)か ら 発 せ ら れ た 光 は 、 リ フ レ ク タ (71)に よ っ て 反 射 さ
れ 、 凹 レ ン ズ (80)の 中 心 部 に 向 け て 集 光 さ れ る 。 従 っ て 、 凹 レ ン ズ (80)の 中 央 部 か ら 出 射
さ れ る 光 は 、 外 周 部 か ら 出 射 さ れ る 光 に 比 べ て 高 い 輝 度 を 有 す る こ と に な る 。
　 図 ４ ２ (ａ )は 、 本 発 明 の 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)の 中 央 部 を 構 成 す る 複 数 の セ ル
(32a)に 結 像 さ れ る ア ー ク 像 (350)を 示 し て お り 、 図 ４ ２ (ｂ )は 、 本 発 明 の 凹 レ ン ズ (80)の
代 わ り に 、 光 入 射 側 の 表 面 に 凹 部 (80b)が 形 成 さ れ て い な い 従 来 の 凹 レ ン ズ を 用 い た 場 合
に 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)の 中 央 部 を 構 成 す る 複 数 の セ ル (32a)に 結 像 さ れ る ア ー
ク 像 (350)を 示 し て い る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 図 ４ ３ (ａ )(ｂ )に 示 す 如 く 、 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ (34)の 中 央 部 に 結 像 さ れ る ア ー ク 像
は 、 外 周 部 を 構 成 す る 複 数 の セ ル (32a)に 結 像 さ れ る ア ー ク 像 よ り も 大 き な も の と な り 、
図 ４ ２ (ａ )(ｂ )に 示 す 如 く 、 ア ー ク 像 (350)は 、 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)の 中 央 部
を 構 成 す る 各 セ ル (32a)か ら は み 出 し た 状 態 で 結 像 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の リ フ レ ク タ (71)、 凹 レ ン ズ (80)及 び 第 １ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (3
1)に よ っ て 生 じ る 収 差 に よ っ て 、 各 ア ー ク 像 (350)に は 歪 み が 生 じ る こ と と な り 、 こ れ に
よ っ て 各 ア ー ク 像 (350)は 、 各 セ ル (32a)の 対 角 線 に 沿 っ て 長 い 略 楕 円 形 状 を 呈 し て い る 。
図 ４ ２ (ａ )(ｂ )中 、 ハ ッ チ ン グ は 、 ス リ ッ ト 板 (33)に よ っ て 遮 光 さ れ る 領 域 を 示 し て お り
、 各 ア ー ク 像 (350)の ス リ ッ ト 板 (33)の ス リ ッ ト 孔 (33a)か ら は み 出 し た 領 域 は 、 ス リ ッ ト
板 (33)に よ っ て 遮 光 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 従 っ て 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )か ら 発 せ ら れ た 光 の 利 用 効 率 を 向 上 さ せ る た め に は 、 ス リ
ッ ト 板 (33)に よ っ て 遮 断 さ れ る 光 の 量 を 削 減 す る こ と が 重 要 で あ り 、 こ の た め に は 、 ス リ
ッ ト 板 (33)の ス リ ッ ト 孔 (33a)の 開 口 領 域 に 対 応 す る 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)の 各
セ ル の 領 域 に 結 像 さ れ る ア ー ク 像 (350)の 面 積 を 大 き く す る と 共 に 、 該 ア ー ク 像 (350)の 平
均 輝 度 を 高 め る こ と が 必 要 と な る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 図 ４ ２ (ｂ )に 示 す 如 く 、 従 来 の 凹 レ ン ズ を 用 い た 照 明 系 で は 、 ア ー ク 像 (350)が 、 第 ２
イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)の 中 央 部 を 構 成 す る 各 セ ル (32a)に 対 し て 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ
レ ン ズ (32)の 中 心 部 側 へ 偏 っ た 位 置 に 形 成 さ れ て い た た め 、 ス リ ッ ト 板 (33)に よ っ て 遮 断
さ れ る 不 要 光 の 量 が 多 く な り 、 こ の 結 果 、 図 ４ ３ (ａ )に 示 す 如 く 、 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ
(34)の 中 央 部 に 至 る 光 の 量 が 少 な く な る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 そ こ で 、 計 算 機 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 及 び 実 験 に よ っ て 、 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)の
各 セ ル (32a)に 対 す る 光 の 照 射 位 置 を 鋭 意 検 討 し た 結 果 、 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)
の 中 央 部 を 構 成 す る 各 セ ル (32a)に 形 成 さ れ る ア ー ク 像 (350)を 、 図 ４ ２ (ｂ )に 示 す 位 置 か
ら 図 ４ ２ (ａ )に 示 す 如 く 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)の 中 心 部 に 対 し て 外 側 方 向 へ ず ら
す こ と に よ り 、 図 ４ １ に 示 す 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ (34)に 至 る 光 の 量 を 大 き く 出 来 る こ と
が 判 明 し た 。
　 そ こ で 、 図 ３ ５ (ｂ )及 び 図 ４ １ に 示 す 如 く 、 凹 レ ン ズ (80)の 光 入 射 側 の 表 面 の 中 央 部 に
の み 凹 部 (80b)を 形 成 し た 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 図 ４ １ に 示 す 如 く 、 凹 レ ン ズ (80)の 中 心 部 に 入 射 し た 光 は 、 凹 レ ン ズ (80)の 凹 部 (80b)
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を 通 過 す る こ と に よ っ て 、 該 中 心 部 か ら 外 側 方 向 へ 僅 か に 屈 折 さ れ る こ と に な る 。 凹 部 (8
0b)及 び 凹 面 (80a)を 経 て 、 凹 レ ン ズ (80)を 通 過 し た 光 は 、 第 １ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (31)
の 中 央 部 を 構 成 す る 各 セ ル (31a)を 経 て 、 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)の 中 央 部 を 構 成
す る 各 セ ル (32a)に 結 像 さ れ る 。 凹 レ ン ズ (80)の 凹 部 (80b)の レ ン ズ 効 果 に よ っ て 、 第 ２ イ
ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)の 中 央 部 を 構 成 す る 各 セ ル (32a)に 結 像 さ れ る ア ー ク 像 は 、 図 ４
２ (ｂ )に 示 す 位 置 か ら 、 図 ４ ２ (ａ )に 示 す 如 く 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (32)の 中 心 部 に
対 し て 外 側 方 向 へ ず れ た 位 置 に 形 成 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 図 ４ ３ (ｂ )に 示 す 如 く 、 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ (34)の 中 央 部 に 至 る 光 の 量
が 、 図 ４ ３ (ａ )に 示 す 従 来 の 凹 レ ン ズ を 用 い た 照 明 系 に 比 べ て 多 く な り 、 こ の 結 果 、 ラ ン
プ ユ ニ ッ ト (７ )か ら 発 せ ら れ た 光 の 利 用 効 率 の 向 上 を 図 る こ と が 出 来 る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 又 、 楕 円 面 状 の リ フ レ ク タ (71)を 有 す る ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )を 用 い て 照 明 系 を 構 成 し た
場 合 、 凹 レ ン ズ (80)は 必 須 構 成 部 品 で あ る た め 、 部 品 点 数 の 増 加 を 招 く こ と な く 、 ラ ン プ
ユ ニ ッ ト (７ )か ら 発 せ ら れ た 光 の 利 用 効 率 の 向 上 を 図 る こ と が 出 来 る 。 更 に 、 凹 部 (80b)
は 単 純 な 形 状 で あ る た め 、 凹 レ ン ズ (80)の 加 工 は 容 易 で あ り 、 且 つ 単 純 な 形 状 を 有 す る 複
数 の セ ル (31a)(32a)が マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た ２ 枚 の イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ (31)(32)を
用 い て 光 学 系 (３ )を 構 成 す る こ と が 出 来 る の で 、 従 来 の 方 法 に 比 べ て 、 製 造 コ ス ト の 削 減
を 図 る こ と が 出 来 る 。
【 ０ １ ５ １ 】

　 図 ３ に 示 す 映 像 合 成 装 置 (４ )の 下 方 に は 、 図 ４ に 示 す 如 く 、 該 映 像 合 成 装 置 (４ )を 構 成
す る 複 数 の 光 学 部 品 を 冷 却 す る た め の 冷 却 装 置 (８ )が 配 備 さ れ て い る 。
　 該 冷 却 装 置 (８ )は 、 下 半 ケ ー ス (12)の 底 面 に 設 置 さ れ た ２ つ の 冷 却 フ ァ ン (81)(81)と 、
両 冷 却 フ ァ ン (81)(81)か ら 取 り 込 ま れ た 外 気 を 図 ５ に 示 す 各 色 用 の 液 晶 パ ネ ル (43b)(43g)
(43r)及 び 入 射 側 偏 光 板 (41b)(41g)(41r)に 向 け て 送 り 込 む た め の 流 路 を 構 成 す る 流 路 ハ ウ
ジ ン グ (82)と か ら 構 成 さ れ る 。 流 路 ハ ウ ジ ン グ (82)の 上 面 に は 、 各 色 用 の 液 晶 パ ネ ル (43b
)(43g)(43r)及 び 入 射 側 偏 光 板 (41b)(41g)(41r)に 向 け て 、 空 気 吐 出 口 (82b)(82b)(82g)(82
g)(82r)(82r)が 形 成 さ れ 、 両 冷 却 フ ァ ン (81)(81)は 、 流 路 ハ ウ ジ ン グ (82)内 に 配 備 さ れ て
い る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 又 、 両 冷 却 フ ァ ン (81)(81)の 外 気 取 り 込 み 口 に は 、 装 置 内 部 へ の 粉 塵 の 侵 入 を 防 止 す べ
く 、 エ ア フ ィ ル タ (図 示 省 略 )が 取 り 付 け ら れ て お り 、 流 路 ハ ウ ジ ン グ (82)内 の 流 路 に は 、
両 冷 却 フ ァ ン (81)(81)か ら 取 り 込 ま れ た 外 気 の 温 度 を 検 出 す る た め の 温 度 セ ン サ (図 示 省
略 )が 配 備 さ れ て い る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 図 ４ ４ に 示 す 如 く 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)に は 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ (83)が 取 り 付 け ら れ て お
り 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)及 び 前 記 温 度 セ ン サ (84)は 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ (89)に 接 続 さ れ
て い る 。 各 冷 却 フ ァ ン (81)は 、 所 定 回 数 回 転 す る 毎 に オ ン ／ オ フ 状 態 が 変 化 す る 信 号 (以
下 、 回 転 数 検 知 信 号 と い う )を 出 力 す る 機 能 を 有 し て お り 、 該 回 転 数 検 知 信 号 、 及 び 温 度
セ ン サ (84)か ら 出 力 さ れ る 温 度 検 出 信 号 は 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ (89)に 取 り 込 ま れ る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 更 に 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ (89)に は 、 フ ァ ン 駆 動 回 路 (85)と 、 メ モ リ (86)と 、 警 告 手
段 (88)と が 接 続 さ れ て い る 。 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ (89)は 、 温 度 セ ン サ (84)か ら 出 力 さ れ
る 温 度 検 出 信 号 と 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)か ら 出 力 さ れ る 回 転 数 検 知 信 号 と に 基 づ い て 、 各 冷
却 フ ァ ン (81)の 回 転 数 が 外 気 温 度 Ｔ に 応 じ た 一 定 の 回 転 数 と な る 様 に 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)
に 与 え る べ き 駆 動 電 圧 を フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 す る 。 フ ァ ン 駆 動 回 路 (85)は 、 マ イ ク ロ コ ン
ピ ュ ー タ (89)か ら の 指 示 に 応 じ て 、 冷 却 フ ァ ン (81)を 駆 動 す る 駆 動 電 圧 を 制 御 す る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 図 ４ ５ に 示 す 如 く 、 例 え ば 、 外 気 温 度 Ｔ が 所 定 温 度 Ｔ １ 未 満 の 場 合 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)
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は 、 所 定 の 回 転 数 ｒ １ に て 駆 動 さ れ る 。 一 方 、 外 気 温 度 Ｔ が 所 定 温 度 Ｔ ２ を 超 え た 場 合 、
各 冷 却 フ ァ ン (81)は 、 回 転 数 ｒ １ よ り も 大 き な 所 定 の 回 転 数 ｒ ２ に て 駆 動 さ れ る 。 又 、 外
気 温 度 Ｔ が Ｔ １ 以 上 Ｔ ２ 以 下 の 場 合 に は 、 以 下 の 数 式 １ に よ っ て 求 ま る 所 定 の 回 転 数 ｒ ３
に て 駆 動 さ れ る 。
　 (数 式 １ )： 　 ｒ ３ ＝ (ｒ ２ － ｒ １ )／ (Ｔ ２ － Ｔ １ )× (Ｔ － Ｔ １ )＋ ｒ １
【 ０ １ ５ ６ 】
　 図 ４ ４ に 示 す メ モ リ (86)に は 、 所 定 温 度 Ｔ １ 及 び Ｔ ２ 、 所 定 回 転 数 ｒ １ 及 び ｒ ２ の 他 、
各 冷 却 フ ァ ン (81)を 所 定 の 回 転 数 ｒ １ に て 駆 動 す る 際 の 基 準 と な る 基 準 駆 動 電 圧 Ｖ １ と 、
各 冷 却 フ ァ ン (81)を 所 定 の 回 転 数 ｒ ２ に て 駆 動 す る 際 の 基 準 と な る 基 準 駆 動 電 圧 Ｖ ２ と が
記 憶 さ れ て い る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ (89)は 、 温 度 セ ン サ (84)か ら 出 力 さ れ る 温 度 検 出 信 号 に 基 づ い て
外 気 温 度 Ｔ を 検 知 し 、 外 気 温 度 Ｔ が 所 定 温 度 Ｔ １ よ り も 低 い と 判 断 し た 場 合 に は 、 フ ァ ン
駆 動 回 路 (85)に 対 し て 、 基 準 駆 動 電 圧 Ｖ １ を 各 冷 却 フ ァ ン (81)に 与 え る 様 に 指 示 し 、 各 冷
却 フ ァ ン (81)は 、 基 準 駆 動 電 圧 Ｖ １ に て 駆 動 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 そ の 後 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ (89)は 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)か ら 出 力 さ れ る 回 転 数 検 知 信
号 に 基 づ い て 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)の 回 転 数 Ｒ ｆ を 検 知 し 、 回 転 数 Ｒ ｆ が 所 定 の 回 転 数 ｒ １
よ り も 小 さ い と 判 断 し た 場 合 に は 、 フ ァ ン 駆 動 回 路 (85)に 対 し て 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)に 与
え る 駆 動 電 圧 を 、 現 在 の 駆 動 電 圧 Ｖ １ に 所 定 の 電 圧 Δ Ｖ を 加 え た 電 圧 (Ｖ １ ＋ Δ Ｖ )に 変 更
す る 指 示 を 与 え 、 こ の 結 果 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)は 、 駆 動 電 圧 (Ｖ １ ＋ Δ Ｖ )に て 駆 動 さ れ る
こ と に な る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 一 方 、 回 転 数 Ｒ ｆ が 所 定 の 回 転 数 ｒ １ よ り も 大 き い と 判 断 し た 場 合 に は 、 フ ァ ン 駆 動 回
路 (85)に 対 し て 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)に 与 え る 駆 動 電 圧 を 、 現 在 の 駆 動 電 圧 Ｖ １ か ら 所 定 の
電 圧 Δ Ｖ を 差 し 引 い た 電 圧 (Ｖ １ － Δ Ｖ )に 変 更 す る 指 示 を 与 え 、 こ の 結 果 、 各 冷 却 フ ァ ン
(81)は 、 駆 動 電 圧 (Ｖ １ － Δ Ｖ )に て 駆 動 さ れ る こ と に な る 。 又 、 回 転 数 Ｒ ｆ が 所 定 の 回 転
数 ｒ １ と 等 し い と 判 断 し た 場 合 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)の 駆 動 電 圧 は 、 変 更 さ れ る こ と な く 維
持 さ れ る 。
　 以 上 の ス テ ッ プ を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)の 回 転 数 が 、 所 定 の 回 転 数 ｒ
１ に 維 持 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 同 様 に 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ (89)が 温 度 セ ン サ (84)か ら 出 力 さ れ る 温 度 検 出 信 号 に 基
づ い て 外 気 温 度 Ｔ を 検 知 し 、 外 気 温 度 Ｔ が 所 定 温 度 Ｔ ２ よ り も 高 い と 判 断 し た 場 合 に は 、
フ ァ ン 駆 動 回 路 (85)に 対 し て 、 基 準 駆 動 電 圧 Ｖ ２ を 各 冷 却 フ ァ ン (81)に 与 え る 様 に 指 示 し
、 各 冷 却 フ ァ ン (81)は 、 基 準 駆 動 電 圧 Ｖ ２ に て 駆 動 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 そ の 後 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ (89)は 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)か ら 出 力 さ れ る 回 転 数 検 知 信
号 に 基 づ い て 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)の 回 転 数 Ｒ ｆ を 検 知 し 、 回 転 数 Ｒ ｆ が 所 定 の 回 転 数 ｒ ２
よ り も 小 さ い と 判 断 し た 場 合 に は 、 フ ァ ン 駆 動 回 路 (85)に 対 し て 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)に 与
え る 駆 動 電 圧 を 、 現 在 の 駆 動 電 圧 Ｖ ２ に 所 定 の 電 圧 Δ Ｖ を 加 え た 電 圧 (Ｖ ２ ＋ Δ Ｖ )に 変 更
す る 指 示 を 与 え 、 こ の 結 果 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)は 、 駆 動 電 圧 (Ｖ ２ ＋ Δ Ｖ )に て 駆 動 さ れ る
こ と に な る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 一 方 、 回 転 数 Ｒ ｆ が 所 定 の 回 転 数 ｒ ２ よ り も 大 き い と 判 断 し た 場 合 に は 、 フ ァ ン 駆 動 回
路 (85)に 対 し て 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)に 与 え る 駆 動 電 圧 を 、 現 在 の 駆 動 電 圧 Ｖ ２ か ら 所 定 の
電 圧 Δ Ｖ を 差 し 引 い た 電 圧 (Ｖ ２ － Δ Ｖ )に 変 更 す る 指 示 を 与 え 、 こ の 結 果 、 各 冷 却 フ ァ ン
(81)は 、 駆 動 電 圧 (Ｖ ２ － Δ Ｖ )に て 駆 動 さ れ る こ と に な る 。 又 、 回 転 数 Ｒ ｆ が 所 定 の 回 転
数 ｒ ２ と 等 し い と 判 断 し た 場 合 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)の 駆 動 電 圧 は 、 変 更 さ れ る こ と な く 維
持 さ れ る 。
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　 以 上 の ス テ ッ プ を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)の 回 転 数 が 、 所 定 の 回 転 数 ｒ
２ に 維 持 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 又 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ (89)が 温 度 セ ン サ (84)か ら 出 力 さ れ る 温 度 検 出 信 号 に 基 づ い
て 外 気 温 度 Ｔ を 検 知 し 、 外 気 温 度 Ｔ が 所 定 温 度 Ｔ １ と 所 定 温 度 Ｔ ２ の 間 に あ る と 判 断 し た
場 合 に は 、 先 ず 、 上 述 の 数 式 １ に 基 づ い て 、 外 気 温 度 Ｔ に お け る 各 冷 却 フ ァ ン (81)を 回 転
さ せ る べ き 所 定 の 回 転 数 ｒ ３ を 算 出 す る 。 そ し て 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ (89)は 、 所 定 の
回 転 数 ｒ １ 及 び ｒ ２ 、 基 準 駆 動 電 圧 Ｖ １ 及 び Ｖ ２ 、 算 出 し た 所 定 の 回 転 数 ｒ ３ か ら 、 各 冷
却 フ ァ ン (81)に 与 え る 基 準 駆 動 電 圧 Ｖ ３ を 算 出 し 、 フ ァ ン 駆 動 回 路 (85)に 対 し て 、 該 基 準
駆 動 電 圧 Ｖ ３ を 各 冷 却 フ ァ ン (81)に 与 え る 様 に 指 示 す る 。 こ の 結 果 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)は
、 基 準 駆 動 電 圧 Ｖ ３ に て 駆 動 さ れ る こ と に な る 。 例 え ば 、 基 準 駆 動 電 圧 Ｖ ３ は 、 以 下 の 数
式 ２ に よ っ て 算 出 さ れ る 。
　 (数 式 ２ )： 　 Ｖ ３ ＝ (Ｖ ２ － Ｖ １ )／ (ｒ ２ － ｒ １ )× (ｒ ３ － ｒ １ )＋ Ｖ １
【 ０ １ ６ ４ 】
　 そ の 後 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ (89)は 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)か ら 出 力 さ れ る 回 転 数 検 知 信
号 に 基 づ い て 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)の 回 転 数 Ｒ ｆ を 検 知 し 、 回 転 数 Ｒ ｆ が 所 定 の 回 転 数 ｒ ３
よ り も 小 さ い と 判 断 し た 場 合 に は 、 フ ァ ン 駆 動 回 路 (85)に 対 し て 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)に 与
え る 駆 動 電 圧 を 、 現 在 の 駆 動 電 圧 Ｖ ３ に 所 定 の 電 圧 Δ Ｖ を 加 え た 電 圧 (Ｖ ３ ＋ Δ Ｖ )に 変 更
す る 指 示 を 与 え 、 こ の 結 果 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)は 、 駆 動 電 圧 (Ｖ ３ ＋ Δ Ｖ )に て 駆 動 さ れ る
こ と に な る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 一 方 、 回 転 数 Ｒ ｆ が 所 定 の 回 転 数 ｒ ３ よ り も 大 き い と 判 断 し た 場 合 に は 、 フ ァ ン 駆 動 回
路 (85)に 対 し て 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)に 与 え る 駆 動 電 圧 を 、 現 在 の 駆 動 電 圧 Ｖ ３ か ら 所 定 の
電 圧 Δ Ｖ を 差 し 引 い た 電 圧 (Ｖ ３ － Δ Ｖ )に 変 更 す る 指 示 を 与 え 、 こ の 結 果 、 各 冷 却 フ ァ ン
(81)は 、 駆 動 電 圧 (Ｖ ３ － Δ Ｖ )に て 駆 動 さ れ る こ と に な る 。 又 、 回 転 数 Ｒ ｆ が 所 定 の 回 転
数 ｒ ３ と 等 し い と 判 断 し た 場 合 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)の 駆 動 電 圧 は 、 変 更 さ れ る こ と な く 維
持 さ れ る 。
　 以 上 の ス テ ッ プ を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)の 回 転 数 が 、 所 定 の 回 転 数 ｒ
３ に 維 持 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 と こ ろ で 、 長 期 使 用 に よ っ て 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)の エ ア フ ィ ル タ (83)に 目 詰 ま り が 生 じ
た 場 合 に は 、 冷 却 フ ァ ン (81)か ら 十 分 な 量 の 外 気 が 取 り 込 ま れ な く な る 一 方 、 図 ３ に 示 す
排 気 フ ァ ン (191)か ら は 、 一 定 量 の 空 気 が 装 置 外 部 へ 排 出 さ れ る た め 、 流 路 ハ ウ ジ ン グ (82
)内 の 圧 力 が 負 圧 と な り 、 こ れ に よ っ て 冷 却 フ ァ ン (81)の 回 転 時 の 負 荷 が 小 さ く な る 。
　 こ の 場 合 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)は 外 気 温 度 Ｔ に よ っ て 定 ま る 所 定 の 回 転 数 に て 駆 動 さ れ る
た め 、 回 転 数 が 上 昇 す る こ と は な い も の の 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)に 与 え ら れ る 駆 動 電 圧 が 低
下 す る こ と に な る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 そ こ で 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ (89)は 、 冷 却 フ ァ ン (81)が 外 気 温 度 Ｔ に よ っ て 定 ま る 所
定 の 回 転 数 に て 駆 動 さ れ て い る と き に 、 該 冷 却 フ ァ ン (81)に 与 え ら れ た 実 際 の 駆 動 電 圧 Ｖ
fと 、 前 記 基 準 駆 動 電 圧 Ｖ refと を 比 較 し 、 両 者 の 差 が 一 定 値 以 上 に な っ た 場 合 、 エ ア フ ィ
ル タ (83)に 目 詰 ま り が 生 じ た と 判 断 し 、 エ ア フ ィ ル タ (83)に 目 詰 ま り が 生 じ た 旨 の 警 告 を
報 知 す る と 共 に 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )に 供 給 す る 電 力 を 遮 断 、 若 し く は 通 常 時 よ り も 低 下
さ せ る 保 護 動 作 を 行 な う 。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 図 ４ ６ 中 、 冷 却 フ ァ ン (81)の 回 転 数 と 基 準 駆 動 電 圧 Ｖ refの 関 係 を 実 線 で 示 し 、 冷 却 フ
ァ ン (81)の 回 転 数 と エ ア フ ィ ル タ (83)に 目 詰 ま り が 生 じ た と 判 断 す る 駆 動 電 圧 と の 関 係 を
一 点 鎖 線 で 示 し て い る 。 図 ４ ６ に 示 す 如 く 、 基 準 駆 動 電 圧 Ｖ refと 実 際 の 駆 動 電 圧 と の 差
が 所 定 の 値 Ｖ ４ 以 上 に な っ た と き 、 警 告 動 作 及 び 保 護 動 作 が 行 な わ れ る こ と に な る 。
【 ０ １ ６ ９ 】
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　 図 ４ ７ は 、 エ ア フ ィ ル タ (83)の 目 詰 ま り 検 知 時 に 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ (89)に よ っ て
実 行 さ れ る 制 御 手 続 き を 示 し て い る 。
　 先 ず 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に て 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)か ら 出 力 さ れ る 回 転 数 検 知 信 号 に よ っ て 各
冷 却 フ ァ ン (81)の 回 転 数 Ｒ ｆ を 検 知 し 、 該 回 転 数 Ｒ ｆ に 基 づ い て 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)が 、
外 気 温 度 Ｔ に よ っ て 決 ま る 所 定 の 回 転 数 に て 駆 動 さ れ る 様 に 、 冷 却 フ ァ ン (81)に 与 え る 駆
動 電 圧 Ｖ ｆ を フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 す る 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に て 、 各 冷 却 フ ァ ン (81)が 所 定 の 回 転 数 に 至 っ た 際 の 駆 動 電 圧 Ｖ
fを 検 出 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に て 、 前 記 所 定 の 回 転 数 に 応 じ て 定 ま る 基 準 駆 動 電 圧 Ｖ refと 駆
動 電 圧 Ｖ fと の 差 が 、 所 定 値 Ｖ ４ よ り も 大 き い か 否 か を 判 断 す る
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ に て ノ ー と 判 断 さ れ た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に 移 行 し て 、 冷 却 フ ァ ン (8
1)に 与 え る 駆 動 電 圧 Ｖ fの フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 を 続 行 す る 。
【 ０ １ ７ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ に て イ エ ス と 判 断 さ れ た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ に 移 行 し て 、 エ ア フ ィ ル
タ (83)に 目 詰 ま り が 生 じ た 旨 の 警 告 を 報 知 す る 。 例 え ば 、 警 告 は 、 図 １ に 示 す 警 告 部 (15)
を 構 成 す る 複 数 の 警 告 灯 の 内 、 少 な く と も １ つ の 警 告 灯 を 点 灯 或 い は 点 滅 さ せ る こ と に よ
り 報 知 さ れ る 。 或 い は 、 前 方 の 投 射 ス ク リ ー ン 上 に エ ア フ ィ ル タ (83)に 目 詰 ま り が 生 じ た
旨 の メ ッ セ ー ジ を 表 示 し て も よ い 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 そ の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に 移 行 し て 、 熱 源 と な る ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )の 発 熱 を 抑 制 す べ く
、 該 ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )に 供 給 す る 電 力 を 遮 断 、 若 し く は 通 常 時 よ り も 低 下 さ せ る こ と に
よ り 、 図 ５ に 示 す 各 色 用 の 液 晶 パ ネ ル (43b)(43g)(43r)及 び 入 射 側 偏 光 板 (41b)(41g)(41r)
の 温 度 上 昇 を 防 止 す る 保 護 動 作 を 行 な っ た 後 、 処 理 を 終 了 す る 。
　 尚 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に て 、 エ ア フ ィ ル タ の 目 詰 ま り に よ る 冷 却 フ ァ ン (81)か ら 取 り 込 ま れ
る 外 気 の 減 少 を 抑 制 す べ く 、 冷 却 フ ァ ン (81)の 回 転 数 を 通 常 時 よ り も 上 昇 さ せ る 保 護 動 作
を 行 な っ て も よ い 。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 上 述 の 冷 却 フ ァ ン (81)の 駆 動 方 法 に よ れ ば 、 冷 却 フ ァ ン (81)は 、 外 気 温 度 Ｔ に よ っ て 決
ま る 所 定 の 回 転 数 に て 駆 動 さ れ る の で 、 冷 却 フ ァ ン (81)か ら 取 り 込 ま れ る 外 気 の 量 は 、 冷
却 フ ァ ン (81)の 個 体 差 に よ ら ず 略 一 定 と な る 。 従 っ て 、 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 間 で 、 冷 却
装 置 (８ )の 冷 却 効 果 に バ ラ ツ キ が 生 じ る こ と は な く 、 冷 却 フ ァ ン (81)の 個 体 差 に よ ら ず 、
常 に 一 定 の 冷 却 効 果 が 得 ら れ る 。
　 又 、 冷 却 フ ァ ン (81)の 実 際 の 駆 動 電 圧 Ｖ fと 基 準 駆 動 電 圧 Ｖ refと を 比 較 す る こ と に よ り
、 エ ア フ ィ ル タ (83)に 目 詰 ま り が 発 生 し た こ と を 検 出 す る こ と が 出 来 る の で 、 従 来 の 如 く
、 図 ５ に 示 す 各 色 用 の 液 晶 パ ネ ル (43b)(43g)(43r)や 入 射 側 偏 光 板 (41b)(41g)(41r)の 温 度
を 検 出 す る 温 度 セ ン サ は 不 要 と な る 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 尚 、 本 発 明 の 各 部 構 成 は 上 記 実 施 の 形 態 に 限 ら ず 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 技 術 的 範 囲
内 で 種 々 の 変 形 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 本 実 施 例 の ラ ン プ ユ ニ ッ ト (７ )に お い て は 、 図 ２
６ に 示 す 如 く 、 第 １ 及 び 第 ２ 空 気 導 入 口 (74a)(74b)の 間 に 、 ラ ン プ バ ル ブ (170)の 先 端 部
に 向 け て 開 口 す る 第 ３ 空 気 導 入 口 (73)を 開 設 し た が 、 十 分 な 冷 却 効 果 が 得 ら れ る 場 合 に は
、 第 ３ 空 気 導 入 口 (73)を 省 略 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ７ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 該 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 該 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 の 上 半 ケ ー ス を 取 り 外 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 冷 却 装 置 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 光 学 系 及 び 映 像 合 成 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 絞 り 機 構 の 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ７ 】 絞 り 機 構 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 絞 り 機 構 の 状 態 遷 移 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 絞 り 機 構 が 図 ８ に 示 す 各 状 態 に 設 定 さ れ た と き 、 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ に 照
射 さ れ る 光 の 領 域 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 絞 り 機 構 に よ る 光 束 の 遮 光 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ の 取 り 付 け 姿 勢 を 第 １ の 調 整 操 作 に よ り 調 整 し た 場 合 に
お け る 、 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ の 取 り 付 け 姿 勢 の 変 化 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ の 取 り 付 け 姿 勢 を 第 ２ の 調 整 操 作 に よ り 調 整 し た 場 合 に
お け る 、 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ の 取 り 付 け 姿 勢 の 変 化 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 レ ン ズ シ フ ト 機 構 の 水 平 方 向 の 移 動 範 囲 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 レ ン ズ シ フ ト 機 構 の 鉛 直 方 向 の 移 動 範 囲 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 レ ン ズ シ フ ト 機 構 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ７ に 示 す 筒 体 、 垂 直 駆 動 機 構 及 び 水 平 駆 動 機 構 を 拡 大 し て 示 す 分 解 斜 視 図
で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ７ に 示 す 固 定 ベ ー ス 及 び 可 動 部 材 を 拡 大 し て 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 レ ン ズ シ フ ト 機 構 の ロ ッ ク 機 構 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 該 ロ ッ ク 機 構 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 該 ロ ッ ク 機 構 に よ る 、 垂 直 駆 動 機 構 の ロ ッ ク 状 態 及 び ア ン ロ ッ ク 状 態 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 該 ロ ッ ク 機 構 に よ る 、 水 平 駆 動 機 構 の ロ ッ ク 状 態 及 び ア ン ロ ッ ク 状 態 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 ク リ ッ ク 感 付 与 機 構 と 水 平 駆 動 機 構 と の 係 合 状 態 の 変 化 を 表 わ す 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 ク リ ッ ク 感 付 与 機 構 と 垂 直 駆 動 機 構 と の 係 合 状 態 の 変 化 を 表 わ す 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 ラ ン プ ユ ニ ッ ト の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 ラ ン プ ユ ニ ッ ト の 枠 体 と 凹 レ ン ズ を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 ラ ン プ ユ ニ ッ ト を 光 学 系 保 持 ケ ー ス の 左 端 部 に 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ２ ９ 】 ラ ン プ ユ ニ ッ ト を 光 学 系 保 持 ケ ー ス の 左 端 部 に 取 り 付 け る た め の 取 り 付 け 構 造
を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 板 バ ネ 部 材 を 光 学 系 保 持 ケ ー ス の 左 端 部 に 取 り 付 け る た め の 取 り 付 け 構 造 を 示
す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 ラ ン プ ユ ニ ッ ト を 光 学 系 保 持 ケ ー ス の 左 端 部 に 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ３ ２ 】 ラ ン プ ユ ニ ッ ト の 嵌 合 ピ ン の 先 端 部 を 位 置 決 め 孔 に 挿 入 し た 状 態 、 及 び ラ ン プ
ユ ニ ッ ト を 光 学 系 保 持 ケ ー ス の 左 端 部 に 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 ラ ン プ ユ ニ ッ ト の 嵌 合 ピ ン の 先 端 部 を 位 置 決 め 孔 に 挿 入 し た 状 態 、 及 び ラ ン プ
ユ ニ ッ ト を 光 学 系 保 持 ケ ー ス の 左 端 部 に 取 り 付 け た 状 態 に お け る 板 バ ネ 部 材 の 変 形 状 態 を
示 す 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 ラ ン プ ユ ニ ッ ト の 内 部 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ５ 】 正 面 側 及 び 背 面 側 か ら 見 た 凹 レ ン ズ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ６ 】 流 路 ハ ウ ジ ン グ の 取 り 付 け 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ７ 】 エ ア フ ィ ル タ の 取 り 付 け 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ８ 】 流 路 ハ ウ ジ ン グ 及 び エ ア フ ィ ル タ の 取 り 付 け 構 造 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ９ 】 本 発 明 に 係 る 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ 装 置 が ４ つ の 異 な る 設 置 姿 勢 に て 設 置 さ れ た 状
態 に お け る 、 ラ ン プ ユ ニ ッ ト 内 の 冷 却 空 気 の 流 れ を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ ０ 】 通 常 使 用 時 に お け る ラ ン プ ユ ニ ッ ト 内 の 冷 却 空 気 の 流 れ 、 及 び ラ ン プ バ ル ブ 破
裂 時 に お け る ラ ン プ ユ ニ ッ ト 内 の 空 気 の 流 れ を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ １ 】 凹 レ ン ズ 、 第 １ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ 、 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ 及 び ス リ ッ
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ト 板 を 経 て 、 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ に 至 る 光 の 経 路 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ２ 】 本 発 明 の 凹 レ ン ズ を 用 い た 場 合 に 、 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ の 中 央 部 を 構 成
す る 複 数 の セ ル に 結 像 さ れ る ア ー ク 像 と 、 従 来 の 凹 レ ン ズ を 用 い た 場 合 に 、 第 ２ イ ン テ グ
レ ー タ レ ン ズ の 中 央 部 を 構 成 す る 複 数 の セ ル に 結 像 さ れ る ア ー ク 像 と を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ３ 】 本 発 明 の 凹 レ ン ズ を 用 い た 場 合 に 、 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ に 結 像 さ れ る ア ー ク
像 と 、 従 来 の 凹 レ ン ズ を 用 い た 場 合 に 、 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ に 結 像 さ れ る ア ー ク 像 と を
示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ４ 】 エ ア フ ィ ル タ の 目 詰 ま り を 検 知 す る た め の 構 成 を 示 す 制 御 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ ５ 】 外 気 温 度 と 冷 却 フ ァ ン の 回 転 数 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ ６ 】 冷 却 フ ァ ン の 回 転 数 と 基 準 駆 動 電 圧 Ｖ refの 関 係 、 及 び 冷 却 フ ァ ン の 回 転 数 と
エ ア フ ィ ル タ に 目 詰 ま り が 生 じ た と 判 断 す る 駆 動 電 圧 の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ ７ 】 エ ア フ ィ ル タ の 目 詰 ま り 検 知 時 に マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 実 行 さ れ る 制
御 手 続 き を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ７ ６ 】
(１ )　 ケ ー シ ン グ
(11)　 上 半 ケ ー ス
(12)　 下 半 ケ ー ス
(15)　 警 告 部
(２ )　 レ ン ズ シ フ ト 機 構
(20)　 投 射 レ ン ズ
(21)　 筒 体
(22)　 水 平 駆 動 機 構
(23)　 垂 直 駆 動 機 構
(24)　 水 平 操 作 ダ イ ア ル
(28)　 垂 直 操 作 ダ イ ア ル
(120)　 固 定 ベ ー ス
(123)　 垂 直 可 動 板
(124)　 水 平 可 動 板
(125)　 可 動 部 材
(126)　 ラ ッ ク 部
(127)　 回 動 板
(128)　 連 結 板
(133)　 ロ ッ ク レ バ ー
(135)　 第 １ の 回 動 部 材
(136)　 垂 直 ロ ッ ク 部 材
(137)　 水 平 ロ ッ ク 部 材
(138)　 第 ２ の 回 動 部 材
(140)　 ロ ッ ク 機 構
(150)　 第 １ の ク リ ッ ク 感 付 与 機 構
(151)　 第 ２ の ク リ ッ ク 感 付 与 機 構
(３ )　 光 学 系
(30)　 光 学 系 保 持 ケ ー ス
(31)　 第 １ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ
(32)　 第 ２ イ ン テ グ レ ー タ レ ン ズ
(33)　 ス リ ッ ト 板
(34)　 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ
(４ )　 映 像 合 成 装 置
(42b)(42g)(42r)　 光 学 補 償 シ ー ト
(43b)(43g)(43r)　 液 晶 パ ネ ル
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(５ )　 絞 り 機 構
(51)　 ベ ー ス プ レ ー ト
(52)　 カ バ ー プ レ ー ト
(53)　 第 １ 絞 り 板
(54)　 第 ２ 絞 り 板
(55)　 モ ー タ
(56)　 回 動 部 材
(６ )　 光 学 補 償 シ ー ト ホ ル ダ
(61)　 枠 体
(62)　 固 定 部 材
(63)　 ス ラ イ ド 部 材
(７ )　 ラ ン プ ユ ニ ッ ト
(71)　 リ フ レ ク タ
(73a)(73b)　 第 １ ／ 第 ２ の 空 気 導 入 口
(74)　 第 ３ の 空 気 導 入 口
(75)　 空 気 排 出 口
(170)　 ラ ン プ バ ル ブ
(172)　 発 光 部
(180)　 流 路 ハ ウ ジ ン グ
(181)　 貫 通 孔
(182)　 エ ア フ ィ ル タ
(190)　 ラ ン プ 冷 却 フ ァ ン
(191)　 排 気 フ ァ ン
(330a)(330b)　 位 置 決 め 孔
(331a)(331b)　 位 置 決 め ピ ン
(340)　 板 バ ネ 部 材
(８ )　 冷 却 装 置
(80)　 凹 レ ン ズ
(81)　 冷 却 フ ァ ン
(83)　 エ ア フ ィ ル タ
(84)　 温 度 セ ン サ
(89)　 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ
(300)　 光 束
(350)　 ア ー ク 像
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】 【 図 ２ ９ 】
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【 図 ３ ０ 】 【 図 ３ １ 】

【 図 ３ ２ 】 【 図 ３ ３ 】
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【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】

【 図 ３ ６ 】

【 図 ３ ７ 】

【 図 ３ ８ 】 【 図 ３ ９ 】
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【 図 ４ ０ 】 【 図 ４ １ 】

【 図 ４ ２ 】

【 図 ４ ３ 】 【 図 ４ ４ 】

【 図 ４ ５ 】
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【 図 ４ ６ 】

【 図 ４ ７ 】
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